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C;j: じ め し二

豊な自然と美嚢川の流れとともに古くから歴史が育まれ、 「金物

のまち」として発展してきた 三木市は、今、 21世紀に向けて新し

いまちづくリが着々と進んでいます。

こうしたなかで、近年、ほ場整備事業をはじめとする開発事業の

増加に伴って、埋蔵文化財の発掘調査も数多く実施されてきました。

その結果、新たに見つかった遺跡が多く、豊かな歴史と貴重な遺

産に恵まれていることがだんだん明らかになってきました。

このたび、昭和 6 1年に刊行しました 『三 木市埋蔵文化財調査概

報一昭和 50年度～昭和 59年度ー 』の続編として、昭和 60年度

から平成 6年度にかけて実施した発掘調査の成果を冊子として取リ

まとめました。本書が広く活用され、さらに郷土の歴史へのご理解

を一層深めていただく 一助となれば幸いです。

最後になりましたが、市内各地域での発掘調査に際して、深いご

理解とご協力をいただいた地元の皆様をはじめ、厳しい気候条件で

の発掘調査に従事いただいた方々並びにご指母ご協力賜りました関

係者の皆様に厚くお礼申し上げます。

平成 12年 3月

三木市教育委員会

教育長東野 圭司





伊リ ＇ I I 

1 . 本書は、 三木市教育委員会が昭和 60年度～平成 6年度に実施した市内遺跡発調査の

成果を紹介するために作成した概要書である。

2 . 調査は、兵庫県教育委員会の指導を受けながら、三木市教育委員会が行い、社会教育

課文化芸術係毛利哲夫、松村正和、小網豊が担当した。

3 . 実績報告及び報告されている し＝社会教育活動報告吾:に基づき、各遺跡の担当者の教

示を受けながら、本書の執箪は社会教育課文化芸術係松村正和、小網豊が行った 。

なお、田井野遺跡の調査区図は、兵庫県文化財調査報告第 15 4冊 「田井野遺跡」掲

載の図版を、一部加工し引用した 。

4. 本書は三木市教育委員会が実施した発掘調査の状況を公開するための概報であり、調

査の詳細については調査報告書及び調査担当者に照会されたい 。

5. 今回の報告する全遺跡の位置図及び各遺跡の調査位置図には、国土地理院 2万 5千分

の 1図及び 5万分の 1回を使用した 。

6 . 現地での調査作業、遺物などの整理作業にご指苓、ご協力していただいた多くの方々

には、ご芳名は省略しますが、ここにお礼申し上げます 。

7. 本書に掲載した遠物などについては、 三木市埋蔵文化財整理室において保管している。
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発掘調査事業の動向 一 昭和 60年度～平成 6年度一

三木市では、昭和 58年度より志染地区、昭和 60年度より三木北部地区で大規模な県

営ほ場整備事業が始まった 。また平成元年度からは、久留美地区をはじめとする団体営ほ

場整備事業が本格化してきた。ほほ同時にほ場整備事業以外の公共事業も年々増加してき

た。こ れらの事業に先立って埋蔵文化財の発掘調査を実施してきた。昭和 60年度～平成

6年度のほ場整備事業に伴う発掘調査件数は 99件で、そのうち 70件の確認調杏、 23 

件の全面調査を実施した 。こ のほかに公共事業に伴う確認調査を 1件、全面調査を 5件実

施した。

昭和 60年度は、県営ほ場整備事業の三木北部の細川町で 1エ区、志染地区で 1エ区が

施工され、また一般住宅開発が 1件施工されるのに伴って実施した調査件数は 5件であっ

た。昭和 61年度は、県営の三木北部の細川町で 1工区に加えて 口吉川町で 1工区、志染

地区では 2エ区が施工されるのに伴って実施した調査件数は 8件であった。昭和 62年度

は、県営の三木北部の細川町で 2エ区、志染地区で 2エ区が施工されるのに伴って実施し

た調査件数は 5件であった 。昭和 63年度は、県営の三木北部の細川町で 2エ区、志染地

区では、 4エ区が施工された。さらに公共事業で総合運動公園・中学校建設が施工されの

に伴って実施した調査件数は 9件であった。平成元年度からは、団体営ほ場整備が加わっ

て事業数が増加した。県営の三木北部は細川町で 3エ区、口吉川町で 1工区、志染地区で

3工区施工された。また団体営では岩宮 ・興治の 2エ区が施工され、これらに伴って実施

した調査は 11件であった。平成 2年度は、県営の三木北部の細川町で 3エ区、口吉川町

で 1エ区、志染地区で 2エ区が施工された。団体営では、久留美地区で 1工区が施工され

た。さらに公共事業が 2件施工され、 これらにともなって実施した調査は 15件であった。

平成 3年度は、県営の三木北部の口吉川町で 2エ区、志染地区で 3エ区施工された。団体

営では久留美地区の 3工区、さらに一般開発が 1件施工され、これらに伴って実施した調

査件数は 11件であった。平成 4年度は、県営の三木北部の細川町の 2エ区、口吉川 町で

1エ区、 志染地区で 2エ区施工された。団体営では久留美地区の 1エ区、さ らに公共事業

で 1件、 一般開発で 1件施工され、これらに伴って実施した調査件数は 12件であった。

平成 5年度は、県営の三木北部の細川町で 1工区、口吉川町で 2エ区が施工された 。団体

営では久留美地区で 3エ区、宿原 ・正法寺地区で各 1工区施工された。さらに公共事業で

1件施工され、こ れら伴って実施した調査件数は 11件であった。平成 6年度は、県営の

三木北部の細川町で 2エ区、口吉川 町で 2エ区、志染地区の 1エ区が施工された。志染地

区は今年度でほ場整備事業が終了した。団体営では久留美地区で 2エ区、宿原地区で 1エ

区、正法寺地区で 1エ区施工された。これらに伴って実施した調査件数は 12件であ った。

このように平成元年度から年間の調査件数が増加してきたため、埋蔵文化財の担当職員を

1名増員して対応してきた。

なお、最後に昭和 60年度から平成 6年度までの発掘調査事業の一覧表を掲載 している

ので参照していただきたい。
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昭和 60年度 調査遺跡一覧

逍 跡 名 所在地 ・JI 笈 名 謁介の種類汎介flii秘 汎介期 !Ill 汎 ft 臥 要 参照

細川町盟地 60.10.21~ ビット窃遺構検出
悶地｛），里が追跡 県党ほ場旅伽 確認潤介 256::/ II 

字佐野 60.11.14 f 部現状保{i-.

細川町翌地 60. l l. 15~ 制 立柱建物 5棟、ピ ット群
翌地佐野追跡 県党ほ場幣伽 令rki講介 144d II 

字佐野 60. l2. 8 平安時代後期

窟/ii散/ti地 ぷ染l!IJ窮h{ 県＇，:!!；ほ場整 伽 確認湖介 176:' 
60.10.18~ ］箇所のトレンチから

60.11.18 造構を検出。ハッチャシキ。

60. 12. 9~ t墟 5、 ピット 7検出
窮／哨ハッチャ、ンキ 志染町窟h{ 県,,:;tほ場整伽 仝r/Ji消介 :J24:' 

60.l2.28 'tl永通宝、石fl、瓦）'(It¥上

；本新城 I・ の丸町 一般住宅開発 II確認紐 60::! 40 i I "・,.,-II 紅暉心J'心迫物の出 ,I I I I 
6t. t.20 あるも、逍構の検出な し

昭和 61年度 調査遺跡一覧
俎,,., 
跡 名 所在地 ·Jr~ 名 ,J.~ 介0)秤穎潤-ftlfttm洞介 !ijJlilJ 謁 介 臥 要 参照

細川町豊地
6l.9.l9~ 字上ノカチで溝、ピ ッ ト

翌地i孜/Ji地 字•宮の西 県党ほ場整伽 確認消介 62:: 

字:I: ノカチ
61.l0.7 検出。現状保{i-,

細川町翌地 61.10.23~ 占泊時代、鎌介時代の造構
翌地l'J満、『追跡 県党ほ場愁伽 確認調行 92:1 14 

字'I'll的、J' 6!.ll.5 検：I¥。 淵1現状保{i-

南畑敗(fi地 n古川町南畑 I県;::rほ;)ffl-wl 確認潤介 92ご＇
61.11.6~ 鎌介時代の造構を検出

61.11.15 現状保仔

細川町~:•地 61.11.16~ 占団時代の溝、 I燐守検出
｛刃地}']tillか遺跡 県営は場整仙j 令lfri,消介 218:: l4 

字l'J尚-'f 61.12.23 朴身、朴爺守造物出」:

II 隣接して，り,.と推定される 1I 紐•1窟" I I 61.8.7~ 
窟Ml枚介i地 県貨ほ場整伽 確認訓介 30ゴ 「どっこいさん」が所在す

,r.,,..m1'-i¥'. 1 l 61. 8. 9 
るが、迫構の検出はない

I窮/,J_散布地 I'ぶ染町窟M
字央且l

鱈"'"整伽 1確泌恥 lhl 1un~ 1 76d 逍構の検出なし
61.10.28 

6l.l0.29~ 
安祁Hll1枚{Ji地 志染町‘女ぶ・,¥11! 脹'i冷ほ場然伽 確認湖杏 l32:ii 逍構の検出な し．

61.11.1-l 

I 

,. し""場笈偏 全1頂潤仕

•次
径約 lOmのl'Jれ、横穴式 I 6!.8.!!~ 

|窟屋叫ノ恥国
ふ染町窟M

無袖ィi'f'.。月！！；から 'fl安後
61.9.24 

17 255ビ 期の碗、 床面から古Jf1後期
字・扇ノ坂 一次

の杯や,,.などが出,,● 
61.12.22 

62.1.31 
棺台の石列を 3列検出。
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昭和 62年度 調査遺跡一覧

遺 跡 名 所在地 *業名 謳代の種類渦 ¢ヽi:1fii禎 蒻行期間 潟 介 概 要 参照

県営ほ場整備
造梢検出なし。

62. 11. 19~ 
女描1:11故布地 志染町安悩田 確認閥介 60r:I Jこ ·J~中の 2-3 _l区で弥生、

(2 -4 I→ :1区） 62. 11. 30 
平安の造物採集、遺跡か。

志染町志染中 溝、杭列笠の追構検出。
62.10.27~ 

ぷ染,,,谷追跡 字•中谷 県貨ほ場愁伽 確認説脊 214m' 壊，.,[-. 湘、 1ll1げ物等出 t・.. 20 
62.12.25 

(3 -I I・．区） 逍物絋含灼検出、祝状保イi

II 志染中梨ノ料追跡

ぷ染町，占染,,,
8!j'j時代の追構検II'.、

確認，：iり介 II 
196::: 62. 12. I~ 部

22 字梨ノ＊ 県党ほ場整伽 令IITI潤杏 220r:! 63. 2. l 現状保(-i-。
(3 -2 nメ^．）

I畠11/11ヽ1吐散A』地 確誌翡介

62.8.17~ 
,A: II神キ1ド段の、kII -Ii硲周辺

糾JI!UIJ I 62.8.26 
県也ほ場整伽 120せ で、ピ ット、集ィi追構を検

細川中上 62. I 0. 19 
！ ！~！、現状保存。

11. 5 

62. 11. 14~ ピット、溝、 I: 堀を検出

I 

桃rl!逍跡 紺IIJII≫IJ-tltift 県貨ほ場整~iii 確認，u~ -l't 212::/ 
62. 12. 4 視状保{i

昭和 63年度 調査遺跡一覧
1 坦、- 場 名 所 h 地 、Jr 染 名 潤杏の種類胡脊面積 潤 -ftlりJ1/U 調 * 概 疫 参照

中学校の西GI2及び束の
l!,l'i均ほ場整備 63. 6. 6~ 

志染,,,学校逍跡 ふ染町，ぷ染q, 確認，淵介 156ざ G 3 3で逍構と但含,,灯検出
(3 -3 I→．区） 63.6.21 

現状保存

4-2「:1ざのG5で、 ,J]i,,, 
収営ほ場整伽 63. 5. 7~ 

Jl:U孜(1i地 ふ染PIJJt-I・. 確認講介 168r::' 逍物但含州を検出するも、
(4-l, -2 1: IメC) 63. 7. 6 

両uメ：とも逍構の検出なし
5 -2 1:1t北端のG9. 10 

県 fl' ほ J:;.)~伽）I I 63. 11. 7~ 
御Jjj/枚が地 志染町御坂 確認謁介 164ロ で弥牛:J・:器出.L.

(5-1, 5-2I[I. 百h紅 63. 12. I 
追構は両 1:区とも検出なし

Ill. 2. 22~ 
伽耶院束において、逍構及

人谷改釦地 必染町人谷 県常ほ場整伽 確認謁・介 l32:: び逍物を検出、坊跡か。
111. 3. 8 

吋祁現状保仔。

I I細JIIIIJ.C>篠
I字谷ノ郷地区で、遺構を検出

lI w,, ほ出整伽 I I 
6:l. 8. 12~ 

{;j篠散m地 確認訓杏 228口＇ （谷ノ郷巡跡）したほか、 26 
(9 2!l団文ご'j_) 63.9. 7 

もう •地点でも追構を検出 。

63. 

|桃ii¥/孜{fj地
I I細川町桃,, I I'・'党ほ場梵伽 確認，凋介 96!'.! 8.2~9.8 仰窮'I:.品地束1'i後の段丘 I:

字お構え他 (l0-3t区） 全由i淵卦 :/ Ill. から逍構 を検出。 -; 祁保存
l、24-2.20

駄‘営ほ場整伽 9 -I. -2県追西 I.Iメ：か
o:J.10.Z8~ 

似j篠/Y:l..lti地 細川町，:・:j篠 (9-l, 9-2如近え 確認謁・rt 268口' らの逍構検出なし。 10-
111.1.17 

郎10-4}£) 4LIざ．の川沿いで追構検出。

I,:"濃谷ノ郷遺跡

中世の制 'ヽf.杵建物、小鍛冶
細川町蒻篠

I I lI "・'-1'~ M党ほ場幣伽 全面調ft I, 220ll・ 跡、 t城迅笠検出。 26 
字谷，I祁 63. 12. 6 

碗、鉄；宰、小銅鐸出 1-.

ぶ U総合迎 II I I t祁1村から）『/J:t付礎イi建物
れ ヶ峠城跡（付城） Ml尿 I "・'・'- 30 I動公園、 木全面恥 760己

63.4.30 拙鉢、 ・,lit、中国製胸磁器
束中学校建設
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平成元年度 調査遺跡一覧

迅 跡 名 所在地 ・Ji 災 名 I洞代の種類，消-A'1(1j栢 潤介 mirrn 謁 * 概 要 参照

県党ほ場笠伽 l. 5. 22~ 4-3 nメ．．のGI7の 1箇
JI: l・lll(/1, 地 ふ染町）t-I 確認湖介 188::1 

(4-:l, -4頂〉 I. 7. 4 所から追構を検出

1.7.14~ 県逍周辺のG23. 26で
金屎IYJ..布地 細川町令射 駄営ほ場祁侃i 確認潤代 136c' 

I. 8. 8 追構を検出

人野；孜が地 細川町人野 I砂ほ場格伽 確認刈介
1.8.8~ I G 2で中Ill:のピット、焼 L-.

64ri 
l.8.29 r籍等の追構を検出。

県党ほ場整伽 I. 8. 22~ G4で釈I:後期の I.器片多
御坂散介j地 心染町御坂 確，認汎介 56ゴ

(5-2以知ぷ0 I. 9. I I 放U¥t、明確な追構なし。

|、ls染町）,, I: 
仰ほ凸整佃 II 紐'""'介

4 -3 U~ G l 7 ;.J< lfl 
/ 1. 9. 14~ 

JI'1-逍鈷 220:r! t・ 墟、溝、ピット検叫
l. 10. 27 

1~ 堀内より弥11:I: 器多数

岬ほ場乎錨 II令''"恥
l. 9. 20~ 

昨年度木の確認調在に基づ

伽J/15院束追跡 志染町人谷 670c: き、 G2. 7、没定水IJ」を湖 36 
l.ll.15 

介区として実施

団体営ほ場整備 両」：区とも逍構の検出はな
1.11.16~ 

料‘戸n枚介1地 イ已,9 ヽ;_.•,', /!!ii! 効l双籾 確認潤介 212:r! いが、追物の出 1-状況から
I. 12. 12 

旺的2Ii.) 段丘上に追跡のuJ能性あり

IG8~14で饂、溝等の
1.12.18~ 

束中敗布地 口古川町束中 県党ほ場整伽 確認謁杏 165d 逍構を検出。G22から浪 33 
2. I. I! 

rりL器/11」:。追跡と確認。

•JJ哀地内に所在する占!J'l の
2. t.22~ 

典治改布地 別所町興治 団体貨ほ場誓伽 確認潤介 24:: 閲溝確認を行な ったが、検
2. I. 23 

出されなかった

1,;J-/jl句の1)11、'f.H建物6棟
2. I. 26~ 

束中遺跡 ! I, り川町束 •i• ~.! 党ほ場格伽 令fffiI関介 840ざ 柵列4列、溝検出。 33 
2. 3. 13 

地方役所跡か。

”潟介 II 

j潅面器・，他、瓶出 1-、追構未
細川町西村

/I "'"は場幣紬
2.3.13~ 

西村散布地 96:i 検出。隣接のIll賜道で追跡
字:,j,j (12-IIふ翡J,)) 2.3.23 

確誌、西がJ泉逍淋と称する。

平成2年度 調査遺跡一覧表

追 跡 名 所在地 ·J• 哀名 湖行の種類湖仔1(1j禎 ;J~ 任期 Bil 閲 ,"ft 概 要 参照

西1111枚介j地 11、';川町西巾
~.l'. 慇ほ均整伽

確認渕介
(4U~ 知）

2.5. I~ 
72::/ 迭構検111なし
2.5.2 

)JII佐‘名西畑ケ

コミュニティ

12::I I スポーッセン 確認潤介 2. 5. 7 逍栴検出なし

ター佳，没

木棺『i~のセ休部残欠、木
2. 5.8~ 

38 興治 l0号れ 別所町興治 団体'i芯ほ場整伽 全IRi、消牡 140ゴ 棺小IIの固定粘J:魂、周溝
2. 6. 21 

検出。杯 3セ ット。
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平成2年度 調査遺跡一覧

追 跡 名 J祈 {I. 地 ·J~ 来 名 ,J,ij 1'i: の種類潤介1/li禎 れ介期 11¥J 講 1'i 概 要 参照

県党ほ場整伽
3か所のグリッドで逍構を

2.6. 14~ 
西中追跡 11占川町西"' 確，・認謁介 60:i 検出、西"'追紛と称する。

(4滉艮蒻） 2. 7. 21 
1 部グリッド拡 •11.,i(200::!) 

志染PIJ'・titIII 
県逍束で遺構を検出、 '. ii' 

2. 7. 9~ 
-.tit FIi造跡 県党ほ場幣伽 確認謁介 580:: 川追跡と称する。 ・,'Iii拡張

字整瑯地 2. 7.24 
建物跡、 Jt ri~;検出。

県-i:.1・ほ場招伽
淡河川に1fliする段斤 I:で、

2.7.24~ 
小JIIH追跡 志染町,_;rn 確認消介 lOOd 迫構を検出、小1, Ill追跡と 43 

(7 -1 _lf~) 2. 7.27 
称する。

西 ・脇川散布地
細川町西村・

脇川
県党ほ場整伽 確認翡介

2.8. 3~ 
92:i 逍構の検出なし
2. 8. 21 

細川町西村 I県常ほ場格伽
溝、住),'}iiが等を検出、接す

I 
2.8.27~ 

西村散布地 確認淵伍 32ゴ る山屈逍で確認された西が
,」.,・II .. り, '¥" IL-¥ ... ., .• ,. .Jl".,':U'"' "l) 2. 9. ~ 

屎逍跡の部。

臥,,::~ほ場幣伽 I 2.9.4~ 
I 

桃坂散布地 細川町桃坂 確認消介 140ゴ 追構の検出な し
(5. 6 L区） 2.9.21 

2. 9. 25~ 礎爪列、 ーヒ壊検111。
c木城本丸造跡 tの丸町 求径建設 全rfti溝1-'t 20r:! 40 

2. 10. 15 埋め戻し保fr。

小戸田遺跡 志染町戸川 県営ほ場整伽 全面刺介 I, 500r! II '・"・"~  
2. !2. 28 

弥生の竪穴住居跡5槌.,.I 43 
世の七城等を検出。

久留笈

確認祖EI 12.11.6~ 

I 
久留及散布地 団体営ほ場整伽 24;:/ 迫構の検出なし

字内界地 2. 11. 14 

久留足 2.12.25~ 
久留追散布地 団体営ほ場裕備 確認，陽介 56:! 遺構の検出なし

字内界地 2. 12. 27 

，胡代地のほぼ中央で、 ピッ
久留及 3.2. l~ 

久留氾散布地 団体営ほ場整伽 確認調在 60:n' ト、 I: 牒笞逍構を検出、久 48 
字辻ヶ内 3.2.8 

留 ．たI'り前逍帥と称する 。

平安後期の項複する-Ill!ヽ・r柱
久留美

令叩ijft I I 3.2. !2~ 久留氾門II船遺跡 団体常ほ場祁伽 800:! 建物3棟、 ,-. 堀 I3を検Ill。 48 
字辻ヶ内 3.3.25 

根石や瓦を検出、瓦Jr.きか。
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平成3年度調査遺跡一覧

追跡名 I祈 (1. 地 ・Ji .$. 名 洸介種)jlj 脱在頂i秘 翡 ff.JgJ llil 絹 介 概 ~ 参照

大村城J前 I I 確，認 .~HtI I 20r:! 1113.5.9 k村字城ノ1河 和光デンキ紐，投 造構の検出なし

散布地 す(f;

枡屈淵知,;地 I I ;;/,J;I●J机拍

• '· ,l-.:~ じ罹i 113. 5. 17 追構の検出なし

確認，柑・代 88:: 

県営ほ場繁佃'J(菜 H3.6.2l 須忠器/',、 上師器片:-Ji[;

I t;l坦l村散布地
久留又 久留又地区 ll3. 5. 11 

確認，拷牡 68:: 追構の検出なし

字屯坦1>-1 団体党ほ場悦伽・Ji菜 !!3. 6. 21 

：木北祁 113. 7. 9 杵穴、溝、 L脳などの追構を検：ll 

久次逍跡 ! !'『!!I!町久次 確認、i月介 100:: 組恵器J',、 I. 師器}';、 1,製碗出！•

県党ほ4,1•~伽 ・Ji又 113.8.22 ,ii他i変史により現状保(/-

御坂追跡 ぷ染町御坂 水追敷，没・J,_笑
心恥I
I !!3. 6. l l 
I追構の検：Uなし、追物少：1し出 I.

I 113. (>. 21 

ぷ染町）りII ふけた地1...: !13.8.23 

r i !I! 逍跡 確認，i月牡 2/40~ 札穴、灌、 L塙などの遺構を検出 52 

字JI・・ノ姿々 県党ほ.t}J~備＇）りt 113. 9. 17 

ぷ染l町,,111 、し打た地区 111. 9. 19 翌穴/j:(• 翡I1 fl!! 検：H 
I 

Ji Ill追趾；1 I 全血恥 280ご

I: 師器壺11緑などtB.f: 

52 

字t1J恣々 県党ほ塩格伽'](史 H3.ll.2 

.WIii ぷ染町・il¥ffl ぷ染地区 l!3. 9. ! 1 柱穴、溝、 1塊などの追構を検ti¥

字 j・/リJ神 確認，iり介 IGO己 字’火ノ i•J でも迫構を検出し、＇火 ノ 1:,1

I. 明神追跡 字ド明神 県党ほ均祁伽'JI業 113. 10. 28 追跡とする。現状保(i-

久留又 久留又 久留災地区 H3. 9. 12 

字 1野ノド 確認翡介I172~ I仰、溝、 I. 塙などの逍構を検出
54 I 

I・ 野）卜造跡 ・t nノJr( 団体党ほ場 ·~t蘭JI 業 113. 11. 6 

久留災 久留又 久留又地区 113. 11. 7 ,,, 安時代後期～鎌倉時代の掘、'rH

字井ノ尻 全面設介 2.150: 建物3棟、溝2条、横穴式{,'f(の 54 

l野．ノド辿趾 字 I.野ノド 団体常ほ出mw,;・J>某 111. 2. 1 J,l; 版祁など検出

久留又 久留又 久留必地区 111.2. 10 

I fll JI・ 野追跡 1-r-, 月）I'野
確認，IUfI 280: 

1!1.2.27 

-it穴、溝、 I: 塊などの追構検出 59 

団体営ほ場サ伽')t菜

平成4年度調査遺跡一覧

迭跡名 所在地 •Jr 業 名 脱-fr.種）~I」 3月介'1(ii枝 伐介期 rm 消 牡 概 ~ 参照

I rtl Jr野逍趾 l 久留又地1-;:_ A~ 烈 ll-1. 3. 5 I A'判紐
久留必 全rlri,翡介 1. 000::' 掘ヽ 1:柱建物 7棟な ど検出

59 
I¥'悶1'f:IX: 字IAJげf 団体党ほ湯序備・Ji業 ~u~ H1. 5. 29 屯湖介 I~

束，翡介区 l, 000d 掘v.柱建物 2棟など検出
朝日ゴ）しつ f・定地 確認，情在 2: !14. 5. I! 造構の検出及び迫物の出！：なし

:_711111 ぷ染町.11¥ Ill ふ氾た地区 111. 5. 25 

」．明神散布地 県党ほ堪→繁佛 •JI業 確認げ月介 60:' -5.26 遠構の検出なし

屯脇 造趾 II If川町里脇 "• 木北部 111. 6. 15 柱穴、溝、 f~ 燐などの迫構検出

県営ほ均芍備・Ji哀 確認潤介 292:! -7. 10 須忠器J',-、L師器Jヤ、古銭：!J !: 

700::/ II~ . 8. 31 柱穴群、大溝検出

里脇造跡 fl占J(!l!fy I具肱 ＝．本北翌5 全面謀牡 -9. I 9 須忠器片、 r: 師咎J「出 J・

I 
県党ほ場繁伯・J(菜 600::! 111. 11. 21 柱火群｀溝、 I: 塙を検出

-1!5.2.8 須忍器J'f、 l:師器）',lil」*

全面誂介以外は、 設、Jj・変更による

現~状保 I+
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逍趾名 所在地 ・Ji 叉 名 胡任種別 説t.f.1面積 説介：期間 消 介 概 安 参照

谷口改布地 細川町谷1-l プイく北部 確認，消1令t 96::' li4. 7. 13 追構の検出なし

県営ほ場整備'Ji業 -7. 15 須必器片、 上師器片少虻出！．

久留災 I久留災 久留美地区 lM. 7. 20 柱穴群、溝、粘 I:採掘茄検出

I 
確認，蒻任 520::i 

r. 野ノ下選跡 '/ J: 野ノ下 団体営ほ均整備・Ji菜 H1.8.28 須忠器Jヤ、 I: 師器J,・:l¥I. 

久留芙 久留又 久留美地区 1!4. 10. 7 柱穴群、溝、 L塙を検出

令1(11,翔杜 900:' 

上野ノド追跡 字 l:野ノド 団体•1:1 ほ塩笠他 ·Ji業 114. 11. 18 須必器it、 t師器）'rIll 1: 

窟屎火芝i孜!ti地I＇ぷ 染町窮！社 ぷ染地区 !!4. 9.21 柱穴、 七堀検出 ．須忠器Jヤ、 !: 師器

県営ほ均笞伽・Ji業 確認』月牡 256ゴ -10.2 }「少紐出 I: 現状保(l

荻谷i孜布地 細川町荻谷 三木北部 !!5. !. ! I 追携の検出なし

県岱ほ場整備・Jり某 確，認，拷介 68: -1. 12 

!!!JI'野遺跡 雌胚 !M. 8. 3 I 掘ヽ、,:柱建物 6棟、溝、 卜壊検出
久留又 I卜久留足地F l. 800:i I ャ 10.6 須忍器}',、 J:師器J'f出 L

B襄介区 全r!'riJ月介 59 

、I-iiiJr・ 野 体営ほ均整備・Ji菜 CP. 紐 111. 10. 20 掘ヽ L柱建物 16棟、溝、上堀を検出

C雑企If 2.100:: -12. 18 須恵器Jャ、 L師器Jヤ111J: 

• 次 HS. l. 22 J: 格、櫓合、 Ji形 I:埒、 L城、溝、

小林八幅神社 福II'字：木山 rli追紐，役・Ji業 令伯j,蒻介 600d -1. IO 犬とり状テラス検出 63 

追跡 丹波焼すり鉢、占銭など1111:-. 

平成5年度調査遺跡一覧

追跡名 所 (I' 地 •Ji 業 名 蒻介Hi別 莉介涌i秘 洸介期間 胡 -ft 概 災 参照

l 久留文 久留又 久留文地区

”汎社1' ' 

I HS. 5. 12 柱穴、 i・燐など検出 遺跡範刷約

300m'- 17.000rri・，設，｝！変史による 70 

丈ノ越逍沈 字丈ノ越 団体＇常ほ塩サ伽 ・Jり£ 115.5.27 現状保(i ・部、 後 H令11li』月牡

1-
掘 1£柱建物 棟、翌穴住店址 1棟、

';,ft/X I'J-.ft/1:. 久留文地区 l, 500: 115.8.9 上塙ふしなど検出

/ 10 
令I面洸介' BP, 似 柱穴群、溝、 上城など検出

よ_}越追跡 字よノ越 団体党（ま均笞伽 •j(菜 ・110r: !15.11.!7 

CJ紅 柱穴群、 J: 堀、横穴式石宅）よ底憎I

700~ 湖滑など検出

校追跡 日吉川町柏 ．． 木北部 115. 6. 7 柱穴、溝、 上堀を検出

県党ほ褐杞伽・JiXi. 確認，罰介 600-! -7.26 設，廿変史による説状保(7-

k島；枚布地 f 1, 廿川町大島 て木北部 1!5. 7. 29 追構の検出なし

県党ほ場整備1り業 確認，iり在 90:i! !!5. 10. 28 

柑原散布地 ,ii p;(''f- ri; 似地区 115. 8. 9 逍構の検出なし

団体党ほ場朽備・Ji菜 確認，翔介 100こ' -8. 19 

L乏届i 鍛治 細川町亜棟 -_木北部 115.8.23 追構の検出なし

敗布地 県営ほ場笠備,j(業 確認，蒻在 180d -9.2 

久留災 久留災 久留又地区 1!5. 8. 3 柱穴、上堀など検出 逍跡範l附約

1 7, OOOm' , 投，汁変史による 77 

松ノド遺跡 字松ノト・ 団体常ほ場整伽,Jr業 確認』月lif 210ゴ 1!5. 8. 19 現状保(i 一部、後fl全面説介

Al. 紀1 掘 V.柱建物 7 棟、竪穴(Hr/Ji~. 1棟、

久留又 久留又 I団 久留又地区 2,100:! 115.11.1 井戸、 f_喋を検出

字•松ノ 下 体 •,:;i ほ塩黙伽 1りt 令面』月任 77 

松ノド追跡 I 
I 

BV/t✓. H6. l.21 掘 11:柱建物2棟、溝、 I: 塊を検出

130:1 

久留又 久留又地区 115. ll.9 柱穴、 上堀など検：Ji 追跡範囲約

久留芙字巾筋 確認，蒻介 210d 19.000ni・，没計変更による 85 

中筋追跡 団体営ほ場整伽ボ業 HS. 12. 13 現状保(] 寸部次年度全直iJりt'l:予',E
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逍跡名 所 (I: 地 ·J• 業 名 洸介種別 汎ft1(1i秘 設 -t'i:JりJ問 』月 介 概 ii! 参照

豆丘坦群 Ii輝町E法寺

別所地区

確認』紐II 
1 H5. i2. 2i 1 ,_; 項0ild溝、 2~II・1 0 :_;-項

380r:! - 残(-i-状況確，認 81 

団体営ほ場怜伽・Ji業 ll6.3.28 •J( 哀地内の占れを次年度令面、l月 1r. j, 定

小林八幡神社 ー:次 H6. l. 25 

福）f'jそ：木山 ,Ii道建，没・Ji菜 令面潤・i'l' 600ビ 大型の掘ヽ1:柱建物3棟、溝を検：JI 63 
造跡 !16.3.31 廃寺跡？

平成6年度調査遺跡一党

逍跡名 所在地 •jj'. 業 名 伐忙種別 消ftIHI校 』月代期 rliJ 蒻 1'1: 概 :U 参照

I祐原岡ノ,.. I 
1i・/ /f,i地区

260ri I I 
H6. 6. 13 柱穴、 L茄を検出 遺跡範開約

,,'i原・r-岡ノド 確，認，iり介 8. 0 0 0吋約5.0 0 0 m'(こ

沿踪 団体営ほ均”伽・JI業 !!6. 7.6 ついて後H令rfii』月在f定

別所地区 116. 6. 15 新たに ,j),り発兄され、合計8)いの，i月

;I: 法、子，り項群 別1行ll!f11: 法、'i 令1rii,翡介 9~ と なった。追物多数出 1~ ］け項の 81 
団体‘，花ほ場繁伽・Ji;Ii 117.3.23 ほか3枯を移，設保(I- JJiは現状保(i-

ク'四'".,_ 亡 久留災 久密又地区

確認，拷*I 
!!6. 7. ! l I 柱穴など検出 迫跡範囲約8.0 0 

290口＇ o m置 約 70 0 rriについて後H全面
宮の丙追跡 字ぶ（の西 団体党ほ場岱伽・Ji菜 l!6. 7.28 ，蒻杜 -r,・,t
久留又 久留災 久留笑地区 116.9.5 掘 ,'j_柱建物 2棟、柱穴群検出

全白i』月在 700:! 約 7會 30 0対について設井変更に

宮の内追跡 字宮の凶 団体営ほ均悦備Ji某 HG. 10. 3 よる現状保仔

毀畑改布地 !1,'f川町殿畑 ：・木」に邪 H6. 7.29 巡構の検：l¥なし

県党ほ屯整伽 •J~菜 確忍』月介 10:! -8.2 

ヒ芝原散布地 細川町唾穂 こ木北部 116.8.3 遺構の検：Hなし

県営ほ場繁仰Ji菜 確認，蒻介 40c/ -8.9 

：木北部

確認恥I
l!6.8.9 柱穴、 ?/IIなど検出

ド南遺跡 細川町巾'H

I鯰ほ場祁備・Ji1i 
220: 追跡範囲約4,OOOm' 

!!6.8.22 設計変更による現状保（子

・.rlt!II ぷ染地区 HG.8.23 

西越牧布地 必染町 竺titIll 県常ほ場悦僅']り業 確認，翡1f. 20:: -8.21 迭構の検出なし

占祥、'J' 「lh川町 二木北部 1!6.8.25 

散布地 ，片祥寺 屎・)冴ほ場敷≪ii・Ji業 確認』も忙 20d -8.26 遺構の検出なし

,ii D;i I洲ノド 祈廊地区 1!6. l l. 7 

1,'i原'Y-岡ノド 確認絹介 110こ' -I I. 9 遺構の検：IIなし

追跡 団体営ほ場整{iii')り菜

久留又 I 久留災地区． Aり胚 M、'L柱建物 I'1棟、 l::墟、溝などを

I 中筋詑
I久fi'/J.i.'r-中筋 令,m,藉t'f. 2.000: !!6. JO. 12 検：I: 

団体常ほ場笠悦・H業 掘立柱建物 10棟、溝などを検ii¥
85 

BJ! 位

I. 300r: 117. 3. 31 

術原岡ノト― lil原地区 A月紅 117. 2. 10 竪穴{j_居址2棟、溝、 1:墟群などを
虹 f・j<岡ノド 和t,i,f~,'f., I. 100:: 検出 残る約 '1. 0 0 0 m'について

追趾 団体党ほ場繁備 'J~業 117. 3. 31 次年度全1面3恥'H 定
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調査遺跡位遣図

I. 久次追跡 21. 西ケ原迫跡 41 安幅III散布地

2 里脇追跡 22. 久留美田井野遺跡 42. 梨ノ木遺跡

3 槙遺跡 23久留美宮の西辿跡 43 中谷遺跡

4 吉祥寺迫跡 24. 久留美上野ノ下遺跡 44. 船橋迫跡

5. 大品追跡 25. 久留美中筋遺跡 45. 井 lこ追跡

6 南畑散布地 26. 久留美丈ノ越遺跡 46. 窟屋散布地、窟屋扇ノ坂古墳

7 殿~[l]迫跡 27久留美松ノ下遺跡 47. 窟屋大芝追跡

8. 柑原迫跡 28. 久留美門前遺跡 48. 御坂辿跡

9 東中遺跡 29久留美皇垣内遺跡 49上明神 ・下明神迫跡

10西中遺跡 30. 岩宮散布地 50三津田追跡

11 桃坂散布地 31 /JD佐西山田散布地 51. 三律田西越辿跡

12. 高篠散布地 32 大村城ノ前散布地 52戸田遺跡

13高篠谷ノ郷遺跡 33 島町大て散布地 53. 小戸田遺跡

14 桃沖散布地 34. 正法寺古墳群 54迦耶院東遺跡

15金屋散布地 35. 興治10号墳 55. 谷口遺跡

16. 上ノカチ • 宮の西散布地 36小林八幡神社遺跡 56. _t芝原 ・鍛冶遺跡

17 佐野遺跡 37. 三木新城・三木城本丸遺跡 57荻谷追跡

18. 円満寺遺跡 38君ケ峰城 58下南遺跡

19細川中大日橋迫跡 39. 宿原散布地 59人野追跡

20西 ・脇川散布地 40布原岡ノ下追跡 「太字ゴシック文字は本文掲載遺跡」
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g跡

遺
野

さ十年
イ

1 . 所在地 細川町豊地

2. 事業名 三木北部

県営ほ場整備事業

3 . 種 別 確認調査及び全面調査

4. 調査面積 確認 2 5 6 m' 

全面 1 4 4 m 
5 . 調査期間 確認

～昭和 60年 1

全面

～昭和 60年 12月 8日

6 . 調査に至る経過

位附図 (1/25,000)

今年度より細川町、口吉川町を対象とした 三木北部県営ほ場整備事業が始まった

本年度は、細川町の佐野工区が施工されることになった。
゜

3月に実施した分布闘査で、須恵器片・土師器片の散布が多く認められたため、確

認調査を実施することになった。

7 . 調査概要

佐野遺跡は、市の北東に位置し、県道加古川 一三 田線沿いの美嚢川が緩やかに蛇行

している河岸段丘に立地している。調査は、 2X2mのグリッドを設定して行った。

確認調査では、グリッドNol2・No29・No43でピットを検出した 。No

1 2の部分の計画水田が、設計変更できず現状で残せないため、周辺の約 15 0面に

ついて全面調査を実施した。

全面調査の結果、掘立柱建物が 5棟

検出した 。建物 1は 3X 3間 (5. 2 

X5. 2m)、建物 2は 3X 2間 (4. 

3X2. 8m)、建物 3は 3X 2間 (4

.4X3.2m)である。建物 4は4X 

2間 (5.2X2. 8m)以上で、さら

に西側の調査区外へ続いているものと思

われる 。建物 5も4間 (5.7m)で北

側の調査区外へ続いているものと思われ

る。いずれの建物の方向がN-2 5° — 

W に主軸をもって同じであることから、

ほほ同時期の建物と考えている。

- 11 -
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8. まとめ

平安時代後期～鎌倉時代（約 80 0年前）

野遺跡は、 平安時代後期～鎌倉時代の集落と考えている 。

遺構平面圏
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えんまん じ いせき

円満寺遺跡

1 . 所在地

2 . 事業名

細川町豊地

三木北部

3. 種 別

県営ほ場整備事業

確認調査及び全面調査

4. 調査面積

5. 調査期間

確認

全面

確認

全面

6 . 調査に至る経過

~ 1 2月 23日

位附図 (1/25,000)

今年度の三木北部県営ほ場整備事業は、円満寺工区が施工されることになった。 3

月に実施した分布調査で、 遺物の散布が認められており、また当調査地は円満寺跡と

いわれていることから 、確認調査を実施することになった。

7 • 調査概要

円満寺遺跡は、市の北東部に位置し、

美嚢川と小川川が合流している北側段

丘に立地する。調査は、 2X 2 mのグ

リッドを設定し行った。

確認調査では、グリッドNo2 1・ 

N o 2 2でピットを多数検出した。 N

0 2 2の南端で古墳時代の遺物が出土

したため、グリッドを拡張した結果、

住居址の一部と考えられる 遺構が検出

した 。No 1 2において溝 ・ピット、

集石遺構を検出した。溝は東西及び南

北方向に検出し、幅約 0.2 5 mで南

北方向の南側で幅が広がっている 。

集石遺構には炭が付着しており、カマ

ドのようなものと考えている。計画水

田 14 2番部分の設計変更ができない

ため、約 15 0 m'について全面調査を

実施することになった。

-14 -

グリッド配四図



全面調査では、土壊 ・溝、ピットを多

数検出した。土壊は、南北約 2. 7 m、

東西約 3.5 m、深さ約 0. 2 5 mであ

る。溝は幅約 1.7 m、深さ約 0.5 m 

で土壊より延びている。遺物は、須恵器

の坪身・坪蓋、甕片及び土師器壺片が多

く出土した。

-15 -
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8 . まとめ

円満寺遺跡は、古墳時代と平安時代後期～鎌倉時代の複合遺跡と分かった 。部分的

な調査であったため、平安時代後期～鎌倉時代と考えられるピットなどの遺構が円満

寺跡であることは確認できなかった。古墳時代と考えている土壊及び溝などの遺構が

どのような性格の遺跡であるか確認できなかった 。おそらく集落跡と思われるが、鎌

倉時代より始まる冷泉家の荘園である細川荘に代表されるように中世の遺跡が中心で

ある細川町で、古墳時代の遺跡が初めて確認されたことは重要な意味をもつものと思

われる 。

-16 -



いわ やおうぎ のさか こ ふん

窟屋扇ノ坂古墳

1 . 所在地 志染町窟屋字扇ノ坂

2 . 事業名 志染地区

県営ほ場整備事業

3 . 種 別 全面調査

4. 闘査曲稜

5 . 調査期間 一次

二次

位府図 (1/25,000)

6. 調査に 至る経過

今年度の志染地区県営ほ場整備事業は、窟屋工区の 22 h aが施工 されることにな

った。以前に実施した分布調査で狭い範囲であるが遺物の散布が認められ、また地元

の言 い伝えにより、事業地内に古墳の存在が考えられるため、調査を実施することに

なった 。

7 . 調査概要

窟屋扇ノ坂古墳は、市の東部に位置し、志染川の南側段丘に立地している 。周辺は、

江戸時代後期～明治時代に水田として開墾されたが、約 7m四方の古墳と推定される

部分は、 “タタリ”があるという 言い伝えで開墾されず、水田に囲まれた広い畦とし

て残されてきたものと思われる 。

古墳と推定される 言い伝えが残っているものの、遺物の散布は認められず、 古墳と

断定できないため確認調査を実施した 。その結果、長方形の石列を検出し、横穴式石

室の古墳と確認でき、引き続いて全面調査を実施した 。

こ筍咲棋二0·◊
ツ

7984 

..... ,. I ！ 

,.,.、t・・・:

・, ヽ :: 日
翠.,J~三l
JO ..'.」/..• ,..... Aバふ:....I = 

8101 
. ,,.,. "" 
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調査の結果、外部施設では墳丘の裾が南側で約 4分の 1程度しか検出しできなかっ

た。おそらく開墾の時に削平されたのものと思われる 。規模は推定で約 10 mの円墳

で、裾から少し離れたところで幅約 0. 5 m、深さ約 0. 2 mの弧状の溝を検出した。

状況から古墳に伴う周溝ではないものと思われる 。

~ 十

―
-
―

-L
l
 

m
g
 

0
 

古墳周辺地形図

内部施設で石室の規模は、全長約 5. 4 m、幅約 1.3 mの河原石を使用した無袖

の横穴式石室である 。詞査以前にすでに天井石 は失われており、現存の高さは約 1. 

2 mで、側壁の石は、ほほ垂直に積み上げられているが、開口部及び奥部付近でやや

内傾している。石室の奥部で仕切るように三列の石列が検出した 。状況から棺を安醤

するための台（棺台）であると思われる 。石室の前面で、幅約 1. 1 m、深さ 0. 1 

mの溝を検出した。この溝は先述した溝と 合流しており、おそらくいずれの溝も墓道

ではないかと考えている 。
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石‘径平面図
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遺物は、坪・高坪・長頸壺・提瓶・は

そう、 ミニチュアの提瓶・はそうなどの

須恵器、 直刀などの鉄器、 耳環・管玉・

ガラス玉などの装飾品が出土した。

の須恵器碗・小皿、

の須恵器片、 土師器片が出土した。

く、

また、

石室内の埋土から平安時代後期～鎌倉時代

土師器碗をはじめ多く

おそら

この時期に古墳は盗掘などの再利用が

行われたものと思われる 。

8. まとめ

窟屋扇ノ坂古墳は、 横穴式石室を埋葬施

設にもつ古墳時代後期の古墳であることが

分かった。市内では初めてのほほ完全な形

で残っていた横穴式石室の古墳の調査であ

った。

昭和 59年度の調査において、

ら北西へ約 400mのところで、

当古墳か

古墳時代

後期の住居址 l棟と幅約 9mの大溝を検出

しており、 同時期の集落が存在しているも

のと思われる 。おそらく古墳を築造したの

-
: .. ,; 
管玉

一

ガラス玉． ゚

゜
耳日

出上追物

は、 この集落に生活基盤をもつ集団と考え

¥
 

、ム

辿物検出状況
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品跡ぃ遺
to

谷
ぶ
中

1 . 所在地

2. 事業名

3 • 種別

4. 調査面積

5. 調査期間

志染町志染中字中谷

志染地区

県営ほ場整備事業

6. 調査に至る経過

今年度の志染地区県営ほ場整備事業は、志染中工区が施工されることになった。分

布調査の結果から、遺物の散布が認められたため、確認調査を実施することになった。

7 . 翡査概要

中谷遺跡は、市の東部に位置し、志染川の北側丘陵裾部より広がる扇状地に立地し

ている。調査は、 2X2mのグリッドを設定し行った。確認調査では、グリッド No

13・No20・No95の遺物包含層から、厚さ約 2cm、長さ約 2mの建物の部材

と思われる板材が出土した。このほか、自然木、木の削り屑、須恵器片が多く出土し

た。 No 1 3とNo9 5の間の仮排水路の部分で設定したグリッドから溝状の遺構と

それに伴った杭列が検出した。さらに、溝状の遺構から多くの須恵器片が出土した。

また No 2 0を拡張し仮排水路に接した部分から井戸状の石組が検出し、唐草文の軒

平瓦が出土した。

~ 
~ 

゜

゜c-l4 

グリッド配習図
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これの他、特筆する出 土遺物としては、

“前”、 “新（？）＂と書かれた墨書 土器、

漆塗土器、曲げものの底などがある。

8. まとめ

中谷遺跡のある志染町は、昔、 「縮見」

とよばれており、 「屯倉」があったことが、

奈良時代に朝廷が編纂した了日本書紀』に

載っている 。奈良時代の墨書土器の出土や

？ 日本書紀 ~ の記述から、おそらく中谷遺

跡の近くに 「屯倉 」に相 当する遺跡が存在

するものと思われる 。

肝草文軒平瓦

。
5
 

10cm 

溝および杭列

... , ..... 

掲，り上器‘‘前”

峯、
ヽ
こ

✓ 

漆塗上器

出tした建築部材
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＂跡遣き木
の
ーノ
約木

1 . 

2 . 

3. 

4. 

5 . 

6 . 

7 . 

所 在地

事業

種

名

別

調査面積

調査期間

調査に至る経過

今年度の志染地区県営ほ場整備事業は、

布調査で、

志染町志染中字梨ノ木

志染地区県営ほ場整備事業

確認調査及び全面調査

確認調査

全面調査

l 9 6 m' 

2 2 0 m' 

昭和 62年 12月 1日

～昭和 63年 2月 1日

遺物の散布が認められたため、

分について、 全面調査することになった 。

調査概要

梨ノ木遺跡は市の東部に位置し、

志染中工区が施工されることになった 。

確認調査を実施し、

分

現状保存ができない部

志染川の北側段丘に立地しており、 中谷遺跡から

南へ約 30 0 mのところにある。 確認調査で、 グリッド No4 9、 N o 6 0でピット

などの遺構を検出したが、 No 4 9の水田部分については、 設計変更による現状保存

ができないため、確認調査に引き続き全面調査を実施した 。
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調査は、東調査区と西調査区の 2ヶ所で行った。東調査区で煙道とカマドを備えた

方形の竪穴住居 3棟と掘立柱建物跡 1棟を、西調査区においても 3棟の竪穴住居を検

出した。

゜G-47 

東調査区の住居址 1は、約 6X 5 mの

規模で方形をしており、北側に煙道とカ

マドを、住居内では周壁溝・貯蔵穴を検

出した。住居址 2及び 3は、調査区の南

隅で重なって検出した。住居址 2は煙道 ・

カマドをともに検出したが、住居址 3は

わずかしか検出しなかった 。規模は、検

出面積が少ないため推定できないが、煙

道が住居址 1とほほ同じ大きさであるこ

とから、住居址 1とほぼ同じ規模と考え

ている。建物 1は、 3X 3間（約 5. 7 

X4. 7m)以上の掘立柱建物であった

ものと思われる。

＼
 

東涸杏区平面l叉I

tP. C 
0 4m 
I , I 住居址3

東調査区住居址l 東調査区建物跡l

-23 -



西調査区の住居址 lは、検出面積が全体の約半分と思われるが、規模は推定で約 5. 

5X5. 5mで方形をしている 。カマド部分で焼土を検出し、煙道部で土師器片が出

土したが、柱穴や周壁溝の検出はなかった。住居址 2は住居址 1と重なって検出した。

おそらく住居址 2が廃棄されたのちに住居址 1に建て替えられたものと思われる。煙

道やカマドも建て替えのときに消滅したものと思われる。ただ住居址 4の床面に焼土

が検出しているところから、おそらく住居址 2にも北側に煙道とカマドを備えていた

ものと思われる。住居址 3は、検出面積が全体の約 4分の 1と思われ、規模は推定で

約 5X 5 m と考えており、 方形 をしているものと思われる 。カマド部分で土師器片が

集中して出土した。おそらくカマドで使用した甕と考えている。住居址 1同様に柱穴

・周壁溝の検出はなかった 。

西調査区平面図、、三
,-―― I・モ
っ、-
釦 一

・-
＼
 

0 2m 
I• I 

,~ ヽ

辿物出土状況
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8 . まとめ

梨ノ木遺跡は、検出した住居址や出土遺物から、 古墳時代後期の集落選跡と考えて

いる。北側にある中谷遺跡の 一つ前の時代の集落と思われる 。
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to谷
3篠
廷高

1 . 所在地

2 . 事業名

3 . 種 別

4. 調査面積

5. 調査期間

のーノ

＂ハ
一孟猥

品跡
ぃ遺

細川町高篠字谷ノ郷

三木北部

県営ほ場整備事業

全面調査

1220m' 

昭和 63年 9月 12日

昭和 63年 12月 6日

6 . 調査に至る経過

<J;. 

----へ、＇外［韮遠
位四図 (1/25,000)

今年度の三木北部県営ほ場整備事業は、高篠・桃津工区が施工されることになった 。

分布調査で遺物の散布が認められ、事業地内に冷泉家の居館跡が含まれているため、

確認調査を実施することになった 。

7. 調査概要

高篠谷ノ郷選跡は市の北部に位置し、美嚢川が蛇行する段丘に立地している。調査

は、 2X 2 mのグリッドを設定して行った。 確認調査では、グリッドNo1 3で柱穴、

No  2 2で溝を検出した。この部分の計画水田の設計変更ができないため、全面調査

を実施することになった 。

調介区図

調査は、 No 1 3拡張調査区を A調査区、No 2 2拡張調査区を B調査区として実

施した 。
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A調査区では、土壌 2ケ所、掘立柱建物跡 4棟、溝、土堀墓と思われる追構を検出

した。土堀は、調査区中央と南西隅で検出し、いずれも鉄滓（鉄のくず）が出土した。

掘立柱建物は、建物 lが 2X I間 (4. 7X2. 2m)、建物 2が IX 4間 (2. 2 

X7. 9m)以上で西側の調査区外にく続いており、建物 3が 5X I間 (12. ox 

2. 2 m)以上で北側の調査区外に続いており、建物 4は、南西隅 Ix I間 (3X 

2. 4 m)である。南西隅の建物は鉄滓が出土した土墟に伴っている。この土城の覆

屋と思われ、小鍛冶跡と考えている。調査区束端で大小の長方形の土堀墓と思われる

造構か切り合って検出した。外側の土堀は 3. 8XJ. 4mで、内側の土城は 3.

x I. Imでさらに内側に主体部と思われる 2. 2xo. 7mの土城を検出した。外

側の土堀墓の主体部は消滅 したものと考えられるいる。この遺構か ら追物か出土して

いないため時期は不明である。調査区から出土した遺物は、鉄滓のほかに須恵器碗．

土錘などかある。

,,,.. ---“~二
ク ブ

＇ 
、,r

建物跡3

建物跡2

゜
/
J

-
m
 
5
 

A調杏区平面図
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B調査区では、 掘立柱建物跡 1棟と溝を検出した 。建物跡は、

規模は 2X 3間 (5. 

は、

1 X 6. 

調査区の北側にあり、

3mで調査区の南側を北西から中央付近で方向を変えて南へ延びている 。

この溝から平安時代後期～鎌倉時代の須恵器片とともに小銅鐸が出土したことで

ある 。現存で高さ約 6. 0 cm、

9 m)  である 。溝は、最大幅約 1. 

幅約 2. 

2m、深さ約o.
特筆すべき

7 cmで紐の部分が欠けている。舞の内側は磨

滅しており 、おそらく舌で音を嗚らして使っていたものと思われる。

B調査区全最

． 

：・ロ〗j・.. :• 
)~1~--~ ゜~~-
建物跡1..。 ． . • . . . .. ．． ． ． 
. ・. 

゜

。•

ーー
こ`

0 5m 

’’’ 

B調介区平面図

" 
小銅鐸 ゜

5cm 
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8. まとめ

小銅鐸の出土は兵庫県で初めてで、全国で 26番目の事例になる 。出土した小銅鐸は、

弥生時代の遺物で大型の銀鐸の模倣品と考えられている 。また、大型の銅鐸が“ムラ"

のまつりに使われたのに対して、小銅鐸は家族のまつりに使われたと考えられている。

全国で出土している小銀鐸の多くは集落から出土 しており、住居址や塞から見つかる

ことが多いが、 当遺跡の小銅鐸は平安時代後期～鎌倉時代初期の溝から出土した。平

安時代の人々が小銅鐸を使っていたとは考えられないことから、弥生時代の人が廃棄

した小鋼鐸を平安時代の人が見つけ、この遺跡の溝に再び廃棄したものと想像してい

る。このことから、高篠谷ノ郷遺跡は、出土遺物から平安時代後期～鎌倉時代の集落

と考えているが、周辺に弥生時代の集落跡が存在しているものと思われる 。
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城盆畔
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ケ五仁

1 . 所在地

2 . 事業名

3 . 種 別

4. 調査面積

5 . 調査期間

三木市宿原

三木山総合運動公園

及び三木東中学校建設

全面調査

約 76 0 m' 

位隋図 (1/25,000)
昭和 63年 4月 1日

~4月 30日

6 . 調査に至る経過

三木合戦の時の付城跡において、昭和 63年度に総合運動公園及び中学校が建設さ

れることになった 。当該地は、 『播磨鑑；では「大塚町上君ヶ峰」と記載され、

「木下与市郎」の付城となっているため、事業に先立 って調査を実施することにな った。

7 • 調査概要

君ヶ峰城は、 三木城跡から南東へ約 1. 5 kmのところに位置し、美嚢川の南側丘陵

の二位谷川によって開析された谷の東側尾根に立地している 。当付城から、三木城の 出

城と考えられている宮の上の要害、鷹ノ尾城を確認することはできるが、 三木城は確

認できない 。さらに ？二位谷奥iに相 当する付城が南西へ約 0.5 kmのところにあり 、

城内より確認できる。

君ケ峰城周辺図 (1/10,000)
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表面観察によると主郭を中心に北西と

北東に延びる尾根に 1ヶ所ずつ郭が存在

/ク・• •••• -・ 

する 。この二つの尾根に挟まれた谷に帯 • ,,,2 

郭が雛壇状にいくつも存在している。南

西に延びる尾根には郭は認められなかっ

た。土塁は、主郭で東・西・北の三方に

巡 っており、北西の郭の南側と先端部分

にも認められた。さらにその続きに堀切

が認められる。虎口は主郭の北側に存在

し、北西の郭より延びた帯郭状の部分を

介して北東の郭とも連絡できるようにな

っていたと考えている。

Ill 

君ケ峰城縄張図

綱査は、主郭を中心に北西、北東尾根などに幅 2mのトレンチを 16ヶ所設定 し、

遺構の有無、土層の堆稜の観察などの確認調査を実施した 。主郭の東側で礎石を検出

したため、主郭部分について全面調査を実施した 。

主郭の北東部分で 14個の礎石を検出した。状況から 4X 4間（約 7. 2X7. 2 

m)の片庇付きの礎石建物を推定している。建物跡の西側で、長径 1. 5 m、短径 1. 

Omの楕円形の焼土壊を検出した 。北側では、表面観察で確認した虎口を幅約 1. 5 

mで検出した。土塁は、北西・北・北東のトレンチの断ち割り状況から内法の高さ約

O. 8~1. Om、外法の高さ約 1. O~l. 8mで版築構造が認められた 。北西の

郭、北東の郭では、建物跡などの遺構の検出はなかった 。また表面観察で確認した北

西の郭の先端の土塁は検出されなかった。さらにその続きの堀切は底の幅約 6m、深

さ約 1. 7 mである。北西の郭より北東へ延びる帯郭は幅約 4. 5 mである。

20m 

君ケ峠城跡平面図
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主郭部分礎石検出状況

主郭周辺全呆

遺物は、極めて少ないが、土師器壺 ・すり鉢 ・備前焼壺 ・丹波焼すり鉢 ・中国製磁

器（白磁皿• 青磁皿・染付）、鉄釘、 「煕寧元宝」 (1 0 6 8年初鋳）の宋銭を含む

2枚の銅銭がある 。

8. まとめ

遺構の検出が極めて少なく、また遺物の出土が極めて少ない状況から付城跡と思わ

れる。付城という性格から、臨時の施設で最低限の建物しか建てなかったものと思わ

れる。しかし、礎石建物とかなりしつかりした建物で、 土塁にも版築構造が認められ

るのである程度拠点になっていたものと考えている 。また出土遺物が少ないのは、短

期間の使用と 三木合戦の後にさらに各地に転戦していた当時の状況を反映したものと

考えている 。今後の付城の発掘事例の増加を待ちたい。
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ひがしなかいせき

東中遺跡

1 所在地

2 事業名

3 種別

4 面積

5 期間

三木市口吉川町東中

三木北部地区県営ほ場整備

確認調査及び全面詞査

確認調査 1 6 5 m' 

全面調査 8 4 0 m' 

確認謂査

平成元年 12月 18日～

平成 2年 1月 11日

全面調査

平成 2年 1月 26日～

平成 2年 3月 13日

6 詞査に至る経過

位賀図 (1/25,000) 

東中地区の県道加古川 一三田線の南側で、ほ場整備が施工されることになり、事業地内

に 33か所のグリッドを設定し、遠構の検出にあわせ拡張または増設しながら、確認調査

を行ない、事業地のほぽ中央に設定したグリッド 8~ 1 4で遺構を多く検出した。
協議の結果、工事施工によって影害を受ける範囲について、全面調査を実施することに

なり、グリッド 8、 9を設定した水田の一部約 740m'{A調査区）と、 12、 13を設

定した水田の一部約 lOOrri(B調査区）で行なった 。

調査区図
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7 調査概要

A調査区

調査区の東半分に片寄って、遺構

が多く検出された 。検出遺構は掘立

柱建物 6棟、柵列 5本、土墳 3ヶ所、

溝 3条とピット群である。掘立柱建

物は、主軸を南北にもつものと、東

西にもつものとに区分できるが、同

ーの方向性を見い出せる 。また、柵

列についてもこれらの建物と平行し、

同じ方向性を持っている。

S BO  1は建物群の北に位置する

東西に主軸を持つ 2X 3間の建物で、

その柱穴の掘方は 0.6~0.Smを

一
、,._,

A調査区全景（北から）

測り、やや変形した方形を呈している 。堀方は、ほかの建物より大きく際だった建物であ

る。中央に位置する SB02, 03は、ともに東西を主軸とする建物で、重複している 。

SB O 2は 2X 3間の総柱建物と思われる 。 SB O 3は 1X 5間の建物で、東及び西側の

柱間はやや短く、 2面の庇が考えられる 。南には SB04~06の3棟が位置している 。

S804, 05は南北を主軸とする建物で、 1 X 1間の SB O 6を挟んで向かい合う。規

模は、 SBO 4が 2X 3間、 SB O 5は 1X 3間を測る。

柵列は、建物群の東及び西側から南北方向に主軸を持つ 4本と、中央から東西に 主軸を

持つ 1本である 。そのうちの西側の柵列 SA04, 05は一直線状に並ぶ。

調査区の西端から検出した南北方向の溝 SDO 3は、幅約 1.8~2. 8m、深さ約 0.

4mを測る丸底で、検出長は約 14mである。その延長上に設定したグリッド 13でも溝

跡を検出していることから、南伸する同一の溝と考えられる 。

B調査区

グリッド 12を拡張した程度の調査区であるが、 0. 7Xl. Omの方形の集石土壊や、

幅約 3. 2 mの東西方向の溝などを検出した。集石土壌は、深さ約 10 cmを測り、底から

約 4cmの炭の層を検出している 。焼土は認められない。東西方向の溝は、 A調査区から南

伸する溝に合流するもと思われる 。

8 まとめ

検出した掘立柱建物群や柵列は、同じ方向性をもち規格性が認められることや、確認翡

査時にグリッド 22から 「鴨ふ家」と書かれた墨書土器が出土した ことなどから、 一般の

集落とは考えられず、地方の公的施設と想定している 。

なお、建物配置については、同一方向の建物跡が密集しているため、 当報告書の編集を

行なうにあたり、再度検討を行なった結果、調査後に記した建物配置と一部違ったことを

ここに書き留めておくとともに、今後さらに詳細な検討を行なうことによって、変わる可

能性のあることもつけ加えたい。また、建物配置の検討について、是非ご教示願いたい。
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力ゞやし、ん

伽耶院東遺跡

1 所在地 三木市志染町大谷

2 事業名 志染地区県営ほ場整備

3 種 別 全面詞査

1 面 稜 6 7 0 m' 

5 期 間 平成元年 9月20日～

平成元年 11月 15日

位醤図(l/25,000) 

6 調査に至る経過

国指定文化財の伽耶院が所在する谷筋において、県営ほ場整備事業が施工されることに

なり、当院に関連した遺構の存在が考えられ、昨年度確認調査を実施し当院の東側地区に

設定した 17箇所のグリッドの内、 G1、 2、 6、 7、8の 5箇所からピット等の遺構が

検出された。伽耶院所蔵の絵因から、遺構を検出した G1、 2の設定場所が松之坊跡に、

G6~8の設定場所が中之坊跡に比定できたが、工事施工に よってその一部が破壊される

ため、今年度の全面調査となった。

また、中之坊跡の東に隣接する地区外の山林内に平坦な地形が見られ、東林坊跡に比定

している。

なお、絵図には伽耶院の西側地区にも坊跡の記載があるが、確認調査ではこれらに関連

する遺構の検出はなかった。

7 詞査概要

松之坊跡は伽耶院の南東に、中之坊跡は伽耶院の東に位醤し、大谷川を挟んで対峙する。

全面調査は、松之坊跡の G2を設定した水田約 27 0 m'と、中之坊跡の G7を設定した水

調査区回 (1/2,000) 
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G 2調査区

松之坊跡の推定範囲の東域にあたる 。表土

直下数センチで遺構面となり、 多数のピット

と、 土壌 11個、 井戸状遺構 1個の遺構を検

出したが、建物跡の検出はなかった。

m、

E O 1) 

径 1.3 

深さ 0.5 mを計る円形の井戸状遺構 (s

から軒平瓦や左三つ巴の軒丸瓦が多

く出土し、底には板材が敷き詰められていた。

1.1Xl.6mの不整形な方形土墳 (SK0 

5) と、径 1.2 mを計る土墳 (SK07)

ら備前大甕が出土した。

G 7調査区

中之坊跡の推定範囲の北東域にあたる 。

か

゜a oo 8 。。 O。Q゚

°゚゚ ° パ屯戸

。］尋＠。

＼
 

委

0 I 2 3 4 5m 
I I I r r I 

表 G 2調査区遺構図

土直下十数センチで遺構面となり、 南に緩く

傾斜している。

1ケ所、溝 3条、 土壌 10ヶ所を検出してい

るが、 建物跡は検出していない 。遺物は、

戸

が、

(SEOl)から瓦片と朱塗りの木椀 1点

幅 0.4 m深さ 0.1 m長さ 8mを計る溝

(SDOl) 

遺構は、

の肩から、

片が出土している。

SK  1 0)からは、

多数のピットと井戸

井

完形の須恵器碗や碗

また、長径 0.5 m短径

0. 3 5 m深さ 0.1 mを計る楕円形の土墳（

土師器小皿 14枚と手づ

くねの小皿 2枚が重なりあって出土した。

◎ ('— 

/~ 否
, ____ _; 

• • 0 

＼
 0 I 2 3 4 Sm 

I ' ' I I I 

0°9  
. . . (!: 0~ 。。~o
。と -.o・足。 ゜＆℃, ． 
0 。。°。0 e:i Q) 

ァ—ぢ后

。

G7翡査区遺構固

8
 

まとめ

僧坊跡を絵図に示される位置で検出したことは、 絵図の信憑性を裏付けることになり、

その意義は大きいものと考えられる。 しかしながら、 調査はいずれも坊跡の端であるため

か、 土墳を中心とした遺構検出となり、 建物を検出することはできず全容は不明である 。

また検出した土壌など遺構についても、

7調査区で検出した土壌 (SKlO)は、

その性格を知ることはできなかった。ただ、

出土した小皿の状況から供物皿と思われ、

G
 
祭祀

に伴うものと考えられる。 坊の廃絶時期は、 出土 した備前大甕が二木城の備前大甕と 比較

的似ていることから、 三木城攻めの時期に合うと考えられる 。

C,•C-" 心.....j~ 如'>::,w・、ねふ逗;/
SK  1 0検 出状況 (G7謂査区）
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おき はる

興治 l

1 . 所在地

2 . 事業名

3 . 種 別

4. 調査面稜

5 • 調査期間

5

墳号

゜別所町興治
別所地区

団体営ほ場整備事業

全面調査

約 14 0 m' 

平成 2年 5月 8日

~6月21日

6. 調査に至る経過

今年度の別所地区団体営ほ場整備事業は、興治工区が施工 されることになった 。当

該地には古墳が 4基存在しているが、施工によって壊される 10号墳について調査を

実施した 。なお、 10号墳はすでにほぼ全壊状況にある 。

7 . 調査概要

興治 10号墳は、市の西部に位置し、

美嚢川の南側丘陵に立地している。調査

はまず、 トレ ンチで墳丘の土層の観察と

規模の確認を行 った。残存する墳丘断面

から、礫が混入する約 40 cm四方の粘土

塊を確認した 。掘り込みをした結果、東

側から坪が 3セット出 土 した 。粘土塊の

表面で朱が一部確認された 。 この粘土塊

は、棺の小 口を固定したもので、坪は棺

外の遺物と考えられる。墳丘裾に設定し

たトレンチの 1ヶ所から、周溝と思われ

る溝状遺構を検出し 、須恵器甕片が出 土

した 。ほかのトレンチからは、墳丘裾と

思われる傾斜を断面で確認した 。検出状

況から、墳丘の平面形は円形を 呈 してお

り、 一辺が約 16 mの方墳であるもの思

われる 。高さは約 2m以上 と推定できる 。

主体部は 2つ以上あ ったものと思われる。

占墳全贔

主体部検出状況
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調査平面図

8 . まとめ

興治 10号墳は、 一辺約 16 mの方墳で木棺を直接埋める木棺直葬墳である ことが

分か った。他の 3基の古墳についても同様に木棺直葬墳と考えられる 。時期は、出土

遺物か ら古墳時代後期と思われる 。なお、当古墳は戦時中軍が飛行場の誘導路建設の

ために土取 りが行われたことでほぽ全壊にな った ものと思われる 。その際、直刀や壺

などの遺物が出土し ていたことを地元の人から聞いたが、出土遺物の所在は不明であ

る。
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み きじょうほんまる い せき

三木城本丸遺跡

1 . 所在地 上の丸町（上の丸公園内）

2 . 事業名

3 • 種 別

4. 調査面積

5 . 調査期間

東屋建設事業

全面調査

約 20 rri 

平成 2年 9月 25日

~ l 0月 15日

6 . 調査に至る経過

三木東ライオンズクラブが、結成 10周年記念事業として上の丸公園に休憩所（東

屋）を建設することになった。当該地は三木城の本丸跡であるため、建設に先立って

発掘調査を実施することになった。

7 • 調査概要

三木城は、市の中央部に位置し、美嚢川の南側丘陵の先端に立地する。調査は、東

屋が建設される 4X5mの約 20rritこついて実施された。調査の結果、瓦溜りの土墳

(SK-1)、焼土遺構 (SX-1)、礎石と思われる石列 (SN-1, SN-2, 

SN  -3) を検出した。さらに遺構面を 3本のトレンチで断ち割ったところ、 約 10 

cm下でも遺構面が確認された。トレンチで検出した遺構には、落ち込み (SX-2)

石積み (SN-4) ・礎石と思われる石 ・ピット・土壌 (SK-2)などがある。

迫構検出状況
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SK-1は、完形の平瓦を含む大量の瓦片が重なるように入っていた瓦溜り土墳で

ある。直径は約 1mの円形を しており、深さは 20 cmまでしか堀り込めなかったので

分かっていない。瓦片の上面には、 礎石と考え られる 30 cmの石を検出した。 SK-

2は、サブトレンチ 3で検出した直径約 1m、深さ約 0. 1 rnの楕円形を呈している

ものと思われるが、大部分が調査区外に続いて いる。 SN-1は、調査区のほぽ中央

で検出した南北方向の礎石列で、抜け跡の p-3を含め 3間（約 3. 4 m)を検出し

た。柱間は 1. 0~1. Zmで、方向はN-23°-Eで調査区外に続いているもの

と思われる。 SN-2は、 SN -1の東側に並行して南北方向で 2間 (2. 6m)を

検出した。柱間は約 1. 3 mで、両端には礎石はなく、抜け跡 (P-1, P-2)で

ある。検出した礎石は、 SK-1の上面で検出した 30 cmの石である。方向はN-2

5°-Eで、調査区外へ続いているものと思われる。 SN-3は、 SN-1の西側で

南北方向の 2間 (3. 4m)を検出した。柱間は約 1. 4~2. Omでほかの石列同

様に調査区外に続いているものと思われる。方向はN-30°-Eで、検出面は SN

-4は、サブトレンチ 1で検出した石積みで、立ち上がるように 10 ~ 2 0 cmの石が

不規則に稜まれ、高さは約 0. 3 mである。サブトレンチでの確認だけで、石積みの

追求を行わなかったため、性格は分かっていない 。 SX -1は、 SN-3の西側で検

出した焼土遺構で、一面に炭が付着していた。南北約 1. 6 rn、東西約 0. 7 mの楕

円形を呈している 。土墳内の北側には、 一段堀り窪めた南北約 0.6 m、東西約o.4 
mの楕円形の土墳があり、炊き口と思われる 。遺構全体は固く焼け、周縁部及び底は

赤褐色に変色した酸化層が認められた。 SX-2は、サブトレンチ 3で検出した幅約

1. 0 m、深さ約 0. 2 mの落ち込み遺構である。この遺構も SN-4と同様にサプ

トレンチでの確認だけで、それ以上の追及を行わなかったため、性格は分かっていな

し＼

゜

翠9
9•
l
S

ー一ー ー 一

／
 0 Im 

I I I 

辿構平r面I又l
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これまで検出した遺構のなかで、第 1遺構面より検出した遺構は、 SN-1, SN  

-2で、第 2遺構面より検出した遺構は、 SK-1, SK-2, SN-3, SN-4, 

SX-1, SX-2である。

出土遺物には瓦片がほとんどで、備前焼大甕片、かわらけがわずかに出土した。そ

のほかには、宋銭の 「政和通宝」 { 1 0 6 8年初鋳）と土錘がそれぞれ 1点出土した。

8 . まとめ

調査面積が 20mと極限られた範囲での調査ではあったが、建物が建っていたこと

を想定できる礎石列や大量の瓦片の出土など三木城跡と考えられる結果となった。建

物は、礎石建物で瓦葺きであったものと思われる。遺構面は、 2面検出されており、

別所時代と羽柴秀吉城代時代の 2時期と考えている。第 1遺構面が羽柴秀吉城代時代

で、第 2遺構面が別所時代と考えている 。第 2遺構面の SK-1から大量の瓦が出土

しているところから、別所時代の建物を廃絶した際の瓦と考えられるため、まだ想像

の域を脱していないが、織田信長の安土城に先んじて瓦頚き建物であった可能性が考

えられる 。わずか 20 m'の調査なので、検出遺構の全体像を明確にすることができな

かったため、性格や時期などの解明は、今後の調査に委ねたい。
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;,53 

こ とだいせき

小戸田遺跡

1 . 所在地 志染町戸田

2 . 事 業名 志染地区県営ほ場整備事業

3 . 種 別 確認調査及び全面調査

5. 調査面積 確認調査 1 0 8 m' 

全面調査

4. 調査期間 確認調査

全面翡査

~ 1 2月 28日 位附図 (1/25,000)

6. 調査に至る経過

今年度の志染地区県営ほ場整備事業は、 戸 田工区が施工 されることにな った。分布

調査で遺物の散布が認められ、また昭和 55年に淡河川を挟んで西側の段丘の戸 田遺

跡では、溝状遺構から弥生時代終末期の二重口緑の壺が出 土 していることから確認調

査を実施する ことになった 。

7. 調査概要

8448 

小戸田遺跡は、市の東部に位置し、志染川の支流である淡河川が緩やかに蛇行して

いる東側段丘に立地する 。調査は、 2X2mのグリッドを設定し行った 。

確認調査の結果、川 に接する段丘端部の水田に設定したグリ ッ ドで ピットを 5ヶ所

と溝状遺構、 土壊状遺構を検出した 。 この部分の水田の設計変更が不可能なため、約

1 5 00rri'~ こつい て小戸田遺跡と称し、全面詞査を実施するこ とにな った。

89J3 

89 60 , 90 52 

ロG-4 329号誹加

グリッド配i翌図及び調究区図
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全面調査では、調査区の南西部で竪穴住居 5棟と集石遺構 2ヶ所を検出した。また

東側で土壊を 11ヶ所と北側で石列、落ち込みを検出した 。

.... ．， ｀ • ・I 

if:u~ ー ~· ヽ I ·~l
I ' ·~• •.• ~·· ._. 
"- -. ·し~● 一ゞ:,_ .I .. ・@ 

= 

.。.. a;J 0 

調杏区全娯

調令区平面図

住居址の SH-0 1は、 一辺約 4. 6 mの隅丸方形で北隅に出入口と考えられる張

り出しが検出した。中央部に土壊を持ち、外周壁に沿って幅約 0. 8~1. Omのベ

ッド状遺構を備えている。柱穴は各隅から検出している。

l
 0 2m 

I , I 

住居址 (SH-01)
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SH-02は、 5.8X6. 4mの方形を呈している。周壁溝は、東隅で途切れて

いるが、ほほ全周して検出した 。 また 、北西と北東の周壁溝の内側に並行 して、 もう

1条周壁溝を検出した。土墳は、南東壁際中央で検出した。柱穴は、南隅で 1個、東、

西、北の各隅では 2個ずつ検出した。おそらく増築されたものと思われる。増築前は

4. 9X5. 5mの方形で、出入 口はともに周壁溝の途切れた東隅と考えられる 。

◎ 
◎ 

R 

釜

／
ぷ

住届址 (SH-02)
0 2 rn 
1- I I 

SH-03は 6X4m以上と思われるが、半分は後世の水田形成時に消滅したも の

と思われる 。南西の壁際で土墳を検出した 。周壁溝の検出はなかった 。柱穴は、 2個

検出 した 。

. • —~,~-::;; 

＼
 

0 2m 
I I I 

◎ 〇
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付:/舌!11:(SH -03) 
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SH-04は、後世の削平で大半が消滅し、残存状況は非常に悪いが、 4. 4 X 4. 

9mの方形を呈しているものと推定している 。周壁溝は全周せず、北西及び南西側の

2辺で検出した。柱穴は、 4個検出した。
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住居址 (SH-04)

SH-05は、東側局縁で不明瞭な部分があるが、最大径約 7. 7 mの不整形な住

居址である。周壁溝は西部で途切れるが、ほぽ全周している 。中央部で土壌が検出し

た。直径約 1. 2 mの不整形で、深さは約 0. 6 mである。多くのピットを検出して

いるが、主柱穴は六角形の配列をつくる 6個の ピットと思われる。床面のほぼ全面か

ら、放射線状に炭化した部材が検出していることから、焼失家屋と考えている 。

0 2m 
I , I 

／、一

住居址 (SH-05)
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集石土墳の SX-01, 02は、 SH-01, 04と切り合って検出した。 sx-
0 1は、こぶし大の石がほとんどで人頭大の石が若干混じる。遺物は、羽釜片が出土

した。 SX -0 2は、人頭大の石が多くこぶし大の石が少ない。遺物の出土はなかっ

た。 SX -0 1とSX -0 2は、当初一つのものと考えていたが、完掘状況から底部

が二つに分けることができるため、切り合っているものと思われる。

土壊は、ほぽ全域で検出している。遺物の出土は各土頃とも少ないが、 SK-0 2 

でほぽ完形の土師器壺、 SK-1 0で完形の土師器小皿、鉢片などが出土した。

8. まとめ

淡河川を挟んで西側の戸田遺跡で弥生時代終末期の遺構が検出しているところから、

小戸田遺跡の住居址群は、それに対応する遺跡と思われる。時期は、出土遺物から弥

生時代後期～古墳時代初期と考えている。住居址以外の遺構は室町時代と考えている。
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1 . 所在地 三木市久留美字辻ヶ内

2 . 事業名 久留美地区

団体営ほ場整備事業

3 . 種 別 確認調査及び全面調査

4. 調査面積 確認調査

全面調査

5. 調査期間 確認調査

~2月 8日

全面調査 平成 3年 2月 12日

~3月 25日

位凶図 (1/25,000)

6 . 詞査に至る経過

今年度の久留美地区団体営ほ場整備事業は、門前工区が施工されることになった 。

分布調査で遺物の散布が認められたため、確認調査を実施することになった。

7 • 調査概要

久留美門前遺跡は、市の中央部に位器し、美嚢川が緩やかに蛇行しているところの

北西の舌状台地に立地している。調査は、 2X 2 mのグリッドを設定し行った 。

確認調査では、調査地の中央で設定したグリッドで、軒平瓦が入ったピットを検出

した。同一水田に設定したグリッドからピットなどの遺構を検出した。 この部分の計

画水田の設計変更が不可能であるため、約 800m'について久留美門前遺跡と称して

全面調査を実施することになった。

ー

グリッド配置図
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全面調査では、掘立柱建物を 3棟検出した 。建物跡の SB -0 1は、

7Xl3m) である 。柱間は、 南北約 2. 6m、

は、 4 X 5間 (9Xl3m)の総柱建物である 。柱間は、

2 mである 。この 2つの建物はいずれの方向も、

持つ 。

南北方向の南端と北端で約 2. 

約 2. 

SB -0 3は、

Omで、

庇を持つ総柱建物であると思われる 。

また、

した 。

定している。

5 X 7間 (10 . 

それ以外は 2.

瓦などが出土した。

南西隅でそれぞれ検出しており、

土墳からは、

Om、それ以外は 2. 

6 ~ 3. 

東西約 2.

6 X 1 8. 6 m) 

Omである。

4mである 。

南北約 2. 

2mである 。

2 X 5間 (4.

SB -0 2 

6m、

南北方向でN-1 5° -Eに主軸を

の総柱建物である 。柱間は、

東西方向の東端で

おそらく東・南 ・北の 3方面に

建物の方向はほぽ東西に主軸を持つ。

各建物の柱穴で根石と思われる石を検出しており、

さらに 2ヶ所の柱部分で礎石を検出した 。

SK  -0 1は SB-0 1の南東隅で、 SK-09, 1 0は SB-02,

建物との関連が考えられ、

完形の須恵器小皿、

土壌は、

軒丸瓦や須恵器小皿などが出土し ている 。 また、

東西約 2. 

碗、

1 3ヶ所検出

0 3の

地鎮などの祭祀土墳と推

SK-0 

1では、 遺物のほかに焼土 を検出している。 SK-13では、 深さ約 3cmであるが、

炭で充填されていた。
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＼遺構平面図
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8 . まとめ

久留美門前遺跡では、大型の建物跡が

ほぽ同一方向で検出している。時期は、

出土遺物から平安時代末期～鎌倉時代前

期と考えている。瓦片が多く出土してい

ることから、瓦茸き建物が考えられ、寺

院跡を想定している 。 また一方では、こ

の時期久留美では窯が操業され、多くの

瓦や日用雑器がつくられ、なかでも瓦は

当時平安京で寺院が建設されるのに使用

されている事実から、窯を統括している

役人の屋敷跡を想定している 。
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"跡遣ず々す姿
の
ーノ升だ田と戸

．
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1

2

 

3 . 

4. 

5 . 

6 . 

7 . 

所

事業

種

在 地

名

別

調査面積

詞査期間

調査概要

戸田遺跡は、

志染町戸田字井ノ姿々

志染地区

県営ほ場整備事業

確認調査及び全面調査

確認調査

全面調査

確認調査

全面調査

2 4 0 m' 

280rri 

~9月 17日

平成 3年 9月 19日

~ 1 1月 2日

調査に至る経過

今年度の志染地区県営ほ場整備事業は、

調査で遺物の散布が認められ、

戸田工区が施工されることになった 。分布

昭和 55年度の調査で弥生時代～中世の遺構を確認し

た戸田遺跡に隣接しているため、 確認調査を実施することになった 。

市の東部に位習し、志染川の支流である淡河川を挟んで北西と南側段

丘に立地している。 調査は、 2X2mのグリッドを設定し行った。

確認調査の結果、北西の段丘では県道沿いで設定したグリッドでピットを、 下段の

水田中央で設定したグリッドでピットと土壌状遺構を検出した 。南側段丘では南東か

ら北東方向の溝を検出した。北西段丘で遺構を検出した排水路計画部分での設計変更

が不可能であるため、約 280rriについて全面調査を実施した 。
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全面閥査では、中央部で竪穴住居とピットを 4個、土壌を 1ヶ所検出した。住居址

は、 一辺約 4. 6 mの方形を呈しているが、一部は調査区外になっている。東壁の中

央南寄りでカマドを備えている。

他に北壁で土壌 2ヶ所と北西隅でピット 1個、南東隅でピット 3個を検出

した。遺物は、土師器壺口縁部が出土した。
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住居址検出状況

住居址平面圏

調査区平面図

゜
P-1 
0 

8. まとめ

全面調査では、 1棟の住居址を検出し

ただけであったが、現状保存となった地

域にもまだ数棟の住居址が残存している

ものと考えている。追物から昭和 55年

に調査した地区で確認された弥生時代終

末期の遺跡に続く古墳時代の集落遺跡と

考えている。

＼
 
゜

!Om 
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く る み うえの のしたい せき

久留芙上野ノ下遺跡

1 . 所在地 三木市久留美字上野ノ下、井ノ尻

2 . 事業名 久留美地区

団体営ほ場整備事業

3. 種 別 確認調査及び全面調査

4. 調査面積 確認調査 1 7 2 m' 

全面調査 2, 450m' 

5 . 調査期間 確認調査

~ 1 1月 6日

全面調査 平成 3年 11月 7日

～平成4年 2月 1日

6. 調査に至る経過

今年度の久留美地区団体営ほ場整備事業は、上野ノ下工区が施工されることになっ

た。分布調査で遺物の散布が認められたため、確認調査を実施することになった 。

7. 調査概要

久留美上野ノ下遺跡は、市の中央部に位置し、美嚢川が蛇行する西側の舌状台地に

立地している。調査は、 2X 2 mのグリッドを設定し行った 。

確認調査の結果、東側の微高地に設定した 1~4G・25Gと中央微高地に設定し

た 13, 14, 27Gで、ピット・溝・土塘を検出した 。東側微高地の部分の設計変

更が不可能であるため、約 2450m'について全面調査を実施することになった。全

面調査の部分は中央に畦畔があるため、東側を A調査区（約 1900rri')、西側を B

調査区（約 550rri')として行った 。
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グリッド及び調査区配置図
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全面調査の結果、 A調査区では総柱の掘立柱建物を 3棟、溝を 2条、地鎮遺構、

横穴式石室墳の基底部を、 B調査区では分岐する溝を 3条、集石土壊を 2ヶ所、土壊

を 1ヶ所検出した 。

<A調査区＞
SD -1は、調査区の西側で検出した溝で、北西から南西にやや蛇行して流れてい

る。幅は約 0.5~0. 8mで、深さは約 0.3~0. 4mである。遺物は、中央部

から軒丸瓦片や完形品を含んだ須恵器・士師器片が集中して出土した。 SD-2は、

SD -1の途中で東方向へ分かれている溝である 。幅は約 0. 5~0. 8mで、深さ

は約 0.3~0. 4mである。遺物は、須恵器鉢片などが数点出土した。 SB -1は、

調査区中央北側で検出した掘立柱建物で、 4X 3間 (8X7. 2m)以上で調査区外

へ延びている総柱建物である。柱間は東西約 2. 0 m、南北約 2.0~2. 6mであ

る。 SB-2は、調査区中央で検出した掘立柱建物で、 SB-1の南に位置する 。4

X 6間 (8. 4Xl2. 8m)の総柱建物である 。柱間は、約 2.1 mである 。なお、

南側の柱列に並行して 3間の柱列を検出し、張り出しを備えているものと思われる。

SB-1, 2とも中央部で 1ヶ所ピットが検出されていない。 SB-3は、 SB -2 

の東側に隣接して検出した。柱間は、 3X 3間 (6X6m)で調査区内で完結してい

るものと思われるが、北側の調査区外に続いてる可能性も考えられる。各建物のピッ

トからは、須恵器小皿 ・碗などが出土した。

A調査区 .B調査区全娯
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P -1 1 8は、 S B -2のほぽ中央で

検出したピットで、 なかから須恵器碗を

2枚蓋にした須恵器壺が埋納されていた。

壺は口縁部を打ち欠いており、 なかには

5~10cmの河原石が8個入っていた。

出土状況から地鎮遺構と考えている。

SM-1は、 調査区南東隅で検出した

石室を埋葬施設に持つ古墳である 。検出

した石室は基底部の一段のみで、

おもに使用している。幅は約 l. 

検出した長さは約 3. 

は、

砂岩を

8mで

Omである。

下段水田のため削平されているため

約 3.

物は、

．
 
ヽ
,. 

ヽ―

..;. ... 

Omだけの検出となった。

坪などがある 。また、

南側

出土遺 P-118 

心

地鎖迫構検出状況

坪身 ・摘み付き蓋坪 ・長頸壺・高

墳丘の規模は、検

出状況から南北約 10 m、東西約 7mの楕円形を呈していると思われる 。古墳の周り

を最大幅約3. 3 mの溝が巡るように検出した。おそらく周溝と思われる。周溝から

は、 中世の遺物とともに坪身片が出土し た。
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<B調査区＞
SD  -1は、調査区の北端で遺物が集中して出土した溝である。 SD-1は、南東

方向に流れる溝で、 A調査区の SD-1に続いている 。幅約 1m、深さ約 0.4 mで

ある 。溝からは、完形の碗を含む須恵器片が多く出土 した 。SD-2は、分岐して東

方向に流れる溝である。幅約 1m、深さ約 0. 4 mである 。SD-3は北から流れ込

む溝で、幅約 2m、深さ約 0. 2 mである。 SK-1は、直径約 0. 8 mの不整形な

円形を呈している 。約 20 cmの石が集稜している土壌である。深さは約 0.2 mであ

る。 SK-2は、 SK-1と同様に 20 cmの石が集積する直径約 1mの不整形な円形

を呈する土墳である。深さは約 20 cmである 。

8 . まとめ

久留美上野ノ下遺跡では、 3棟の掘立柱建物を検出したが、そのうち 2棟(SB-I. 

SB -2)の大型建物は中央に柱穴を持たず、特殊な建物と思われる。昨年度調査した

久留美門前遺跡でも同様に大型の建物を検出しており、寺院跡もし くは領主の屋敷を

想定していることから、 当選跡でも同様なことが想定できる。久留美地区にはこのよ

うな一般の集落とは違う当時の上層階級の集落が広がっているものと思われる。また、

南東隅で検出した古墳は、出土遺物から 2時期にわたるもので追葬が考えられる。お

そらく古墳時代後期～終末期の横穴式石室を埋葬施設に持つ古墳と推定される 。
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く --l5 c7.. メたし、の

久昔召翌日1井里遺昆亦

1 所在地

2 事業名

3 種別

4 期間

5 面稜

三木市久留美字田 井野

団体営ほ場整備

全面調査

一次平成 4年 3月 5日～

5月 29日

二次 平成 4年 8月 3日～

1 2月 18日

s. 200m 

6 調査に 至る経過

田井野地区を横断する山陽自動車道建設にともない、平成 2年及び 3年に兵庫県教育委

員会が実施した発掘調査で、存在が明らかになった遺跡である 。

山陽自動車道建設と前後して、当該地でほ場整備事業が計画されたため、遺跡の広がり

を確認する調査を実施し、山隔道の北側の事業地内に広がることが認められた 。遺跡の範

囲は約 10, OOOni~ こ及ぶものと推定された 。事業担当課と協議を行なったが、 当事業

地内から山陽自動車道建設に必要な土砂を供給するため、設計変更は困難であると判断さ

れ、遺跡推定範囲の北端区域を除く大部分が全面調査とな った。

7 調査概要

田井野遺跡は、段丘に展開する遺跡で、その中央部を南西方向に開析する谷によ って束

西に二分される。

調査は、山陽道の建設と絡んで 2次に分け実施することとな り、西地区を水田の段差と

調査時期によ って 3地 区に分割して、山陽道に接する南から A, B, C調査区と呼称し、

東地区は東調査区と呼称して行な った。

A調査区

調査区の西側はやや稀薄であるが、中央から東で掘立柱建物 7棟のほか、無数のピット

群や土墳などが検出されている 。 また、中央南端の壁際で、竪穴住居の周壁溝と思われる

L字の溝を検出している 。

掘立柱建物の主軸はいずれも北束、もし くはそ れに直交する方向を指向し ている。 建物

の規模は、 5棟が概ね 4X6mを測り、 2棟は概ね 3X3mを測る 。この小規模な建物は、

束柱をもつ総柱建物である。

B潤査区

調査区のほぽ中央部に片寄って、掘立柱建物 6棟のほか、無数の ピッ ト群や土壊を検出

した。西半分の遺構状況は稀薄で、調査面積に比べ検出遺構は少ない 。

掘立柱建物の主軸は A調査区と同様に北東、もしくはそれに直交する方向である。建物
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規模は、概ね 4. 3X6m、 3. 5 X 4. 3m、 3X3mを測り、 それぞれ 2棟づつ検出

している。

C調査区

中には束柱と看取できる総柱建物がある 。

調査区のほぽ全面から遺構の検出があり、

掘立柱建物 16棟と竪穴住居 1棟のほか、

柵列やピット群、 土壌を検出している。

掘立柱建物の主軸は、 やはり北束もしく

はそれに直交する方向である。建物の規模

は、概ね 3X 3. 9m~5X9mを測り、

S B 2 (5X9m)は検出した全ての建物

の中で最大である。

間の建物であるが、 中央から束柱と思われ

る柱穴を 2個検出している 。

柵列 SA 1と SA2は約 5. 

並行し、 また SA3とSA4も約 3. 

隔てて並行していることから、

えられるかもしれない。

住居跡は、

模は一辺約 3. 

周壁溝は、

ため、

また、 SB  7は 2X 2 

4m隔てて

2m  

建物跡と考

調査区の南東部で検出し、規

5mで方形を呈している。

平面での検出は不明瞭であった

サブトレンチによって追求し検出し

たものである。柱穴についても 3ケ所で検

出しているが、非常に浅く柱穴として捉え

るよりも、柱を据えたためによる窪みと考

えられる 。

東調査区

山陽道の北辺に接する調査区で、 掘建建物 2棟、

主軸は、北東及び北方向である 。主軸を北東にする SB 2の規模は、約 3. 

を測り、

8
 
まとめ

遺構の中心を占める掘立柱建物は、

.,．
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A~C調査区全景

ピット群、

西側に片庇をもつ。北にする SB 1の規模は、 約 3. 

士墳を検出ている 。建物の

4 X 3. 5m以上 である。

4詞査区をあわせると 31棟に及ぶ。

方向によって 3~4のグループに分類でき、

いる。

4 X 5. 5m  

これらを主軸

3時期以上の形成過程を経たものと推測して

調査区の旧地形の復元によって、 掘立柱建物の主軸や配列が南東方向 を指向するのは、

遺跡が開析谷に挟まれた段丘上に位置し、

坦な場所を選定してためと考えられる。

地形の制約を受け段丘部の中央部など比較的平

また、 遺物の出土量は比較的少な く、 水田形成

などによる削平の影響によるものと思われる 。

た時期と考えている。

時期については、 奈良時代後期を中心とし
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こ ばやしはち まん じんじゃ い せき

小林八幡神社遺跡

1 . 所在地

2 . 事業名

3 . 種 別

4. 調査面積

5 . 調査期間

三木市福井

市道三木山幹線

道線新設事業

全面調査

約 600m'X2

一次調査 平成 5年 1月 22日~4月 l0日

二次調査 平成 6年 1月 25日~3月 30日

位附図 (1/25,000)

6 . 調査に至る経過

当該地は現在、享保 13年 (1729)に建立されたと伝えられている八幡神社で

ある。また、 三木合戦時 〔天正 6~ 8年 (1578~80))に織田方が築いた付城

に比定されている。平成 3年度に市道三木山幹線道路の延長計画が決定し、計画では

路線が当遺跡を通過するため、約 600rriについて全面調査を実施することになった 。

7 • 調査概要

小林八幡神社遺跡は、市の南部に位置し、高木方面より南東に延びるシクノ谷で分

断された南側丘陵の先端部分に立地している。付城は、 三木城から南東へ約 2. 2 km 

のところにあり、城内から三木城を確認することはできない。また、法界寺より南東

に延びる多重土塁の一角に築かれている。規模は、境内を中心に東西約 13 0 m、南

北約 40~60mの約 7500m'である。表面観察では、境内より西へ広がり北西隅

に櫓台を持つ主郭と、さらに西側に岸が崩れて不明瞭ではあるが、郭と考えられる平

坦部と主郭の東側の馬出し状の郭から構成されている 。付城の周囲は、北側にはシク

ノ谷、南側にはシクノ谷より付城の西端で分岐した支谷があり、北 ・南 ・西の三方が

谷で囲まれ、天然の堀のようになっている。神社建立の際、主郭の東半分は本殿によ

って削平され、南側土塁は参道によって一部消滅しているが、それ以外の部分は比較

的良好に残存している。調査地は、主郭の西側約 60 0面である。調査は、幅 1mの

トレンチを調査区東端及び西端と十字に交差するように 4本設定して、 土塁の断ち割

り状況と断面土層を観察しながら遺構面の検出に努めた。

く一次調査＞

調査の結果、 主郭は平均約 30 cmの整地を行っている。中央部から北側の土塁にか

けてさらに 20 cmの盛土を行って、約 10 X 1 2 m以上の方形を呈した範囲に基壇状
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の高まりをつくつて南西方向に緩やかに傾斜をつけて成形している。基壇状部分の法

面には、こぶし大の河原石が敷きつめられている。おそらく土留めのための地固めと

考えられる。

郭内の遺構としては、 一辺 70 cmの方形土壌を 3ヶ所と直径約 50 cmの円形の集石

遺構を 1ヶ所検出した。方形土壌はいずれも深さ約 10 cm程度で、炭・焼土が混じっ

ているが、焼けた痕跡は認められなかった。集石遺構についても深さ約 40 cmで遺物

の出土がないため、性格が不明である n なお、付城に伴う建物跡の検出はなかった。

土塁は、調査区で北・南• 西の三方向に巡っている。西側の土塁は調査区外である

が、南端部で虎口が認められ、そこから竪堀状の遺構が南斜面で認められる。北側の

土塁はシクノ谷に面した切崖になっており、部分的に崩壊が認められる。基底部を凹

状に整地し、さらにその上をきめ細かい土で版築している。基底部の幅は約 2. 8 m、

内法高は約 0.5~1. Omである。南側の土塁は、整地層より小礫混じりの砂質の

強い土を版築している 。基底部の幅は約4.4 m、内法高約 0. 7 m、外法高は約 2

mである 。土塁は、東側の調査区外のところまで延びて不明瞭になっている。

北側及び南側のいずれの土塁の内法の基底部は、こぶし大の河原石で土留めのため

の地固めをしている。また、調査区東端部より郭が南へ張り出す形になっており、そ

の縁辺を新たに土塁が延びている 。おそらく、 横矢掛かりを意識したものであると思

われる。

北西隅の櫓台と考えている平坦部は、北側の土塁が西側に折れ曲がった角を利用し

て、さらに台状に土を積んで約 10 rriの空間をつくつている。ここも礎石やピットの

検出がなく、建物の存在を明らかにできなかった。

南側の土塁の外法裾で幅約 1~2mの平坦部を土塁に沿って東西方向で検出した。

この平坦部は、通路などに利用された犬走りと考えている。この犬走りは、西へは不

明瞭になっているものの郭と考えている西側平坦部に続いており、虎 口より主郭へ進

入できるようになっている。東へは、南に張り出している土塁に沿って続いているも

のと思われる。

また、基壇状部分に設定したトレンチで整地層を切り込んでいるピットを 4個検出

している。付城の下層に遺構が存在しているものと思われる。この遺構については、

次年度に開査する予定である 。

出士遺物には、郭内から丹波焼すり鉢

片 2点、鉄砲玉 1点が出土している。さ

らに鉄釘 5点、古銭 3点が郭の内外から

出土している。古銭については 2枚が 『

皇宋通宝； (1 0 3 9年初鋳）で、もう

1枚が 『元□通宝；と1字欠けているが、
おそらく ？元豊通宝； (1 0 7 8年初鋳）

ヵ＼ —= 元祐通宝 ;_ (1086年初鋳）と

考えている。
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く2次謂査＞

1次調査の基壇状部分に設定したトレンチの断面で、整地層を切り込んでいる 4個

のピットを確認した。このことを踏まえて 2次詞査は、付城の下層の遺構について詞

査を実施した。

調査の結果、調査区の中央部から北側にかけて、遺構を集中して検出した。検出し

た遺構は、掘立柱建物を 4棟 (SK-1~4)、溝を 2条 (SD-1, 2)、焼土壊

(SK-1)、集石土墳 (SK-2)が各 1ヶ所である。

S B -1は調査区の北西で検出し、 1次調査で確認した付城の基壇状遺構の区画の

下にあたる。東西 4間、南北3間半 (8X7.4m)で、南側に庇を持つ建物である

る。柱の掘方は円形と隅丸方形があり、大きさは 0.8~1. Omで、柱穴は、 0.

4mである。建物の主軸方向は、 N-20°-Eである。なお、検出状況では完結し

ているものと思われるが、東側の調査区外へさらに続いている可能性も考えられる。

SB -2は、 SB -1と重複して検出した。東西 l間、南北 3間 (5. 5Xl. 4 

m) で、調査区東端のトレンチでピットを検出していることから、 SB -1同様に東

側の調査区外に続いているものと思われる。柱の掘方は円形をしており、直径 0.4 

~ 0. 7 mで、柱穴は直径 0. 4 mである 。建物の主軸方向は、 N-20°-Eであ

る。

SB -3は、調査区のほほ中央部が検出した 。 SB -1の南西に位溢し、東西 5間、

南北 2間 (4Xl0m)の総柱建物である 。柱の掘方ほとんどが円形をしており、直

径 O. 4~0. 7mで、柱穴は 0.2~0. 3mである。建物の主軸方向は、 N-2

3°-Eである 。

SB -4は、溝 (SD-2) を挟み SB-3の西側に隣接して検出した。東西 1間、

南北4間 (2X7m)で西側の調査区外へ続いているものと思われる。柱の掘方は円

形をしており、直径 0. 3~0. 6mで、柱穴は 0.2 mである。

SD -1は、 SB-4の北側及び東側に沿って検出した L字の溝で、幅約 0. 5 m 

深さ約 0.1 mである 。 SB-3の雨落ち溝と考えている。

SD -2は、 SB-4の北側及び東側に沿って検出した L字状の溝で、幅約 0. 3 

~ 0. 4 m、深さ約 0.1 mである。この溝も SD-1同様に SB-4の雨落ち溝と

考えている。

SK  -1は、 SB-3のほぽ中央から

検出した土壌で直径約 1.0 m深さ約 0.

1mである。底一面に焼土や炭を検出し

た。

SK-2は、調査区の南西隅で検出し

た直径約 0.8 mの集石土壌である。 1

次調査においても同様の集石土壌を調査

区の南西隅で確認しており、付城に伴う

遺構の可能性が考えられる。

-67 -
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8. まとめ

小林八栢神社遺跡は、 三木合戦時の付城の遺構とそれ以前の遺構の 2時期の遺構が
確認された。第 1検出面である付城の遺構では、礎石やピットなどの検出がな く建物
か認められないが、土塁や基壇上の高まり、櫓台と考える平坦部の検出から付城と断
定できる。土塁は版築構造が確認できるが、北側と南側で構築に若干の違いがみられ
る。櫓台と考える平坦部は北側と西側の土塁の角を利用して築いている。付城の構造
に横矢掛かりなとの防御手法かみられる。城内から三木城が見えないことから、三木
城攻繋が目的 ではなく、明石からの兵糧搬入を阻止するために築かれた付城と考えて
いる。付城の下層の第 2検出面では比較的大きな建物群が確認され、神社境内を含む
東側及び西側の調査以外にも建物などの遺構が広がっているものと思われる。しかし、
検出した各遺構から造物が出土していないため、遺構の時期及び性格については保留
しておく。この ことから、付城を築く以前の何らかの掘立柱建物群が存在し、その整
地層を利用して付城が築かれたものと思われる。
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く る みじょうのこしいせき

久留美丈ノ越遺跡

1 . 所在地

2. 事業名

3 . 種 別

4. 調査面稜

5. 調査期間

6. 調査に至る経過

三木市久留美字丈ノ越

久留美地区

団体営ほ場整備事業

確認調査及び全面調査

確認詞査 300m' 

全面開査 2, 640m' 
V 

確認調査 平成 5年 5月 12日

~5月27日

全面調査 平成 5年 8月 9日

~ 1 1月 17日

今年度の久留美地区団体営ほ場整備事業は、丈ノ越工区 が施工されることになった 。

事業地の周辺では、東側で平成 3・4年度に調査された久留美上野ノ下遺跡があり、

遺跡の存在が考えられるため、確認詞査を実施する ことになった 。

7 • 調査概要

久留美丈ノ越遺跡は、市の中央部に位器し、美嚢川と志染）Iiが合流する地点を南に

臨む舌状台地に立地する。開査は、 2X 2 mのグリッドを設定し行った 。設定した 7

6ヶ所のうち 30ヶ所のグリッドで、ピット・土頃 ・溝な どの遺構を検出し、約 17 , 

0 0 0面の範囲に遺跡が広がっているのが確認された。 このうち 、計画水田 12 8・ 

I 2 9番の一部の約 I. 500rrfをA調査区、 A調査区南の L字の排水路計画部約 44 
〇面を B調査区、計画水田 I3 7番の一部約 70 0面をC調査として、合計約 2, 6 4 
〇面の全面調査を実施するこ とにな った。

: -.~ 1,:・ •• Mr-• • 

●'・" 

グリッド配四図 トーンの部分は全面調査区
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A調査区では、掘立柱建物が 5棟、竪穴住居 1棟、溝 3条、土壌塞を含めた土壌を

多数検出した。 B調査区では、ピットは多数検出しているが、建物を想定する並列は

確認できなかった。このほかに落ち込み状の土壌 3ヶ所、溝 3条などを検出した。C

調査区では、遺構は調査区の東半分に集中して検出した。 ピットは、 B調査区同様多

く検出しているが、建物を想定できる並列は確認できなか った。ほかに土墳、横穴式

石室の基底部及び周溝の約 4分の 1を検出した。

(A調査区＞

S B -1は、詞査区のほほ中央で検出した 2X 2間（約 3.5X3. 5m)の総柱

建物である 。主軸方向はN-33°-Eである 。 SB-2は、調査区の北西隅で検出

した 2X 3間（約 3. 8X7. 8m)の建物である 。主軸方向は、N-80°-Wで

ある 。 SB-3は、 SB-2の南側で平行して検出した 2X 3間（約 3.6X6.6

m)の総柱建物である。主軸方向は、 SB-2と同様N-18°-Eである。 SB-

4は、 SB-3の東側で検出した 2X 3間（約 3.6X6. 3m)の建物で、北西隅

の一部が SB-2に重なっている。主軸方向は、 N-18u-Eである 。 SB-5は、

調査区の南東隅で検出した 2X 2間（約 4X 4 m) の総柱建物である。北東隅と南西

隅の柱穴は検出されなかった。主軸方向は、 N-30° -Wである 。

SH -1は、調査区の北端で検出したカマドを持つ方形の竪穴住居で、規模は推定

で約 5X 5 mと思われる。深さは約 10 cmで、かなり削平を受け残存状況は悪い。カ

マドは北側で 2ヶ所、西側で 1ヶ所検出しているが、検出状況から住居の建て替えで

はなく、カマドの造り替えと考えている 。

SA -1は、調査区の西側でほぽ南北方向で検出した 3間（約 5.5 m) の柵列で

ある 。 SA-2は、 SB-1の北側でほぼ東西方向で検出した 3間（約 8. 6 m)の

柵列である。 SA-3は、 SB -2の北側で平行して東西方向に検出した 4間（約 1

1 m)の柵列である 。 SA-4は、 SB-3の南側で平行して東西方向に検出した 4

間（約 10 m)の柵列である 。 SA-5は、 SB-4の西側で平行 してほぼ南北方向

に検出した 3間（約 7.2 m)の柵列である 。 SA-6は、 SB-2の東側で平行し

てほほ南北方向に検出した 3間 (6. 2m)の柵列である 。

SK  -1は、調査区東端で検出した土

壌で、長径約 1. 6 5 m、短径約 0.8 

5mの楕円形を呈している。内部は、東

側で中央に須恵器碗をそのまわりに土師

器小皿を 5枚配して検出した。須恵器碗

の下から頸部を欠いた白磁小壺が出土し

た。出土状況から炭や焼土の検出はない

が、土壌募と考えている。

SD -1は、調査区の南側で東から西

へ向い中央で南へ曲折して L字状に検出

した。途中に土壊が 2ヶ所あり、南へ曲

折している溝を 1条検出した。

-71 -
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<B調査区〉
SK-1は北側で検出した南北の長径約 9m、東西の短径推定で約 4mの楕円形を

呈している土壊と思われる。深さは約 0. 2 mである。人頭大の河原石が少し検出し

た。

SK-2は、調査区の南側で検出した東西の長径約 7m、南北の短径約 3mの楕円

形を呈して土壊と思われる。深さは約 0. 3 mである。人頭大の河原石が大量に検出

した。その西側は落ち込みになっている。深さは約 0. 2 mである。

SK-3は、調査区の東側で検出した一辺約 2mの方形を呈している。深さは約 0

. 2 mである。

S D -1は、調査区の北端で東西方向に検出した幅約 3m、深さ約 0. 3 mの溝で

ある。

SD -2は、調査区の南側で南北方向に検出した幅約 0. 6 m、深さ約 0. 1 mの

溝である 。

SD-3は、調査区の南OOで東西方向に検出した幅は推定できないが、検出した長

さは約 13 mである。 SD-1・SD-2とも SK-2に伴った溝である。

B調介区全娯
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<c調査区〉
SM-1は、 調査区の中央で検出した横穴式石室を埋葬施設に持つ古墳である。後

世の開墾などにより、

だけの検出であった。

石の抜取りや削平を受け残存状況は極めて悪く、

石室は、

石室の基底部

ほぽ南北を主軸に南に開口している。確認できる規模

は全長約 10 m、玄室の幅約 1. 

基底部の石の抜け穴には、

坪身・台付き長頸壺、

の出土位置から、

と思われ、

5m、羨道の幅約 1. 

こぶし大の石が数個確認できる。

定して据えるためのものと考えられる。

耳環 5個、

玄室右側は南で、

墳丘はすでに失われているが、

石室内からの遺物は、須恵器の高坪・坪蓋 ・

勾玉 1個、

が出土している。須恵器については、

管玉 3個、

2時期認められる。

っているものと空洞のものと 2種類あるがいずれも金メッキが施されている。

石室内の埋土から大量のサヌカイト片が出土した。埋葬状況は、

体埋葬されていたものと考えている。 羨道部には、

の石が棺の形に敷き詰められて検出した。頭位は、

2mの右片袖の石室である。

耳環、

おそらく基底部の石を安

ガラス玉 30個、 直刀など

耳環についてもなかが詰ま

径約 10~2 0cmの扁平な砂岩質

玉類、

左側は北であると思われる。

玄室 2体、

また、

羨道に 1

直刀のなどの装飾品

羨道部については、

南側に直径約 40 cmの円形の砂岩質の石を検出しており、検出状況からおそらく石枕

頭位は南であると考えている。

石室の東側約 4分の 1を廻るように最大幅約 7.6
 mの周溝と思われる溝を検出しており、 その周溝から推測して直径約 12 mの円墳と

考えている。 周溝からは、須恵器片や土師器片とともに石包丁やサヌカイトの石鏃．

剥片が出土した。
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8 . まとめ

A調査区の住居址からは、奈良時代の須恵器が出土していることから奈良時代と考

えている。それ以外の建物、溝、土墳募などの遺構は平安時代後期～鎌倉時代と考え

ている。 B調査区も出土遺物から、平安時代後期～鎌倉時代と考えている。また、 C

調査区のピット群・土墳などの遺構は、平安時代後期～鎌倉時代と考えている。古墳

は、古墳時代後期～終末期と考えている。出土遺物から 2時期と考えられ、追葬された

ものと思われる。このように当遺跡は、古墳時代～鎌倉時代の複合遺跡と思われるが、

C調査区の周溝から、石包丁及び大量のサヌカイト剥片の出 土から、周辺に弥生時代

の遺構が存在するものと思われる。また、平成 3・4年度に調査された上野ノ下遺跡

でも古墳や平安時代後期～鎌倉時代の遺構を検出しており、 当遺跡とほぽ時代的に合

っていること から、ひとまとまりの遺跡と考えられる 。
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3 . 

4. 

5. 

6. 

7 . 

所

事

種

在

業
地

名

別

調査面稜

詞査期間

三木市久留美字松ノ下

久留美地区

団体営ほ場整備事業

確認調査及び全面調査

確認調査

全面調査

確認調査

全面詞査

2, 

210rri 

5 3 om 

平成 5年 11月4日

～平成 6年 1月 21日

調査に至る経過

今年度の久留美地区団体営ほ場整備事業は、

事業地の周辺には、 平成 3

調査概要

久留美松ノ下遺跡は、

・4年度に調査された久留美上野ノ下遺跡、

れている久留美丈ノ越遺跡があり、

ことになった 。

市の中央部に位溜し、

臨む舌状台地の先端部に立地する 。

遺跡の存在が考えられるため確認調査を実施する

調査は、 2X2mのグリッドを設定し行った。

定した 52ヶ所のうち 15ヶ所のグリッドで、

位骰図 (1/25,000)

松ノ下工区が施工されることになった 。

今年度調査さ

美嚢川と志染川が合流する地点を南に

設

ピット ・土墳・溝などの遺構を検出し、

約 17 , 0 0 0 m'の範囲で遺跡が広がっていることを確認した 。 このうち、 計画水田

8 0 ・8 9番の一部約 2, 4 0 0 m'の A調査区、 計画排水路の一部約 13 0面の B調

査区の合計約 2, 5 3 0面について、 設計変更が不可能であるため、 全面調査を実施

することになった 。

千！
ヽ`｀ヽ

グリッド及び調査区配置図
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が 2棟、 溝 2条、 土墳 7ヶ所を検出した。

(A調査区＞

S B -1は、 調査区の西側で検出した 2X 2間（約 3. 

間は約 1. 6mである 。主軸方向はN-2 0° 

3 X 3. 

-Eである 。

S B -2は、 S B -1の南側に位置する 2X 4間（約 4.

3 m)建物で、柱

1Xl0m)以上で、

側の調査区外に続いていると思われる建物と考えられる 。柱間は、

西

東西方向が約2.

3m、南北方向が約 2mである。

SB  -3は、 調査区の東側上段水田で検出した 2X 2間（約 3X 2. 

建物である 。柱間は、 東西方向が約 1. 

方向は、 N -2 0° -wである 。

SB-4は、 調査区下段水田西側で検出した 2X 2間（約 5• 

物 である 。柱間は、 東西方向が約 2. 

は、 N -3 5° 

S B - 5は、

-Eである。

下段水田のほぼ中央で検出した 2X 3間（約 3. 

物である。柱間は、

主軸方向は、 N -5 5° 

SB -6は、

3 m、

5 5° 

南北方向が約 1. 

-wである 。

S B - 7は、

~ 2. 
ある。

ドを、

した 。

3 m、 南北方向が約 2. 

SH  -1は、

主軸方向は、

東西方向が約 1. 

-Wである 。

6 ~ 2. 

出した 7X6mの方形の竪穴住居で、

1 m、

Om、南北方向が約 2. 

軸方向はN-2 0° 

況は深いところで約 10 CIDと浅く、

また、

を検出しており、

3 ~ 1. 

6 mである 。

6 ~ 2. 

ほぼ東西方向である 。

南北方向が 1~ 1. 

下段水田の南端で検出した 3X 2間（約 5X 4. 

翡査区外 に続いていると考えられる総柱建物である 。柱間は、

下段水田の南東隅で検出した 3X 2間（約 6.

南側の調査区外 に続いていると考えられる総柱建物である。柱間は、

下段水田のほほ中央で検

主

-wである。残存状

かな

り削平を受けているが、北側中央でカマ

四隅で直径約 40 cmの柱穴を検出

西側でやや張り出した部分

おそらく出入口と思わ

れる。遺物は、南側から須恵器片や土師

器片が多く出土した。

Bm、

主軸方向は、

8mである。

3mである。

0 X 4. 

南北方向が約 1. 

6 X 5. 

主軸方向は、

6 m) 

1 m)  

1 mである 。

3 X 5 m) 

主軸方向

の総柱建

Omである。

3 m)以上で南側の

東西方向が約 2.

S B -5とほぽ同じN-

8 m)以上で

東西方向が約 2

N -2 5° 

の総柱

主軸

の建

5~  

-Eで

SH-I全呆

(B調査区＞

S B -1は、 調査区のほぽ中央で検出した 1X 2間（約 4. 5 X 2. 2 m)  の建物
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である。柱間は、東西方向、南北方向ともに約 2. 2 mである。主軸方向は、 N-5

5° -wである。 SB-2は、 SB-1の西隣で検出した 2X 1間（約 5. 0 X 2. 

0 m) 以上で北側の調査区外に続いているものと考えている建物である。柱間は、東

西方向が約 2. 0~2. 7m、南北方向が約 2. 0 mである。主軸方向は、 SB-1 

と同じ N-55° -Wである。

ピット内追物出上状況

B調介区全景

S13-2 SB-I 
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B調杏区追構‘白面図

8 . まとめ

遺構の時期は、建物の主軸方向から 3時期に分けられるが、出土した遺物から掘立

柱建物が平安時代後期～鎌倉時代、住居址が古墳時代後期と考えられる。隣接する平

成 3. 4年度に詞査された上野ノ下遺跡、今年度調査した丈ノ越遺跡と同時期のほぽ

複合遺跡であり、同一台地上のひとまとまりの遺跡として考えていく必要があるもの

と思われる。
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しょうぼうじ二 ふんぐん

正 を去守古墳君

1 所在地 三木市別所町正法寺字高塚

2 事業名 正法寺地区団体営ほ場整備

3 種 別 全面詞査

4 期 間 平成 6年 6月 15日～

平成 7年 2月 23日

5 面 積 9基

(1 ~ 4、 10 ~ 1 2、

1 -a、 1-b号墳）

位置図(1/25,000)

6 調査に至る経過

正法寺古墳群は 9基からなる横穴式石室の古墳群で、事業地内には石室がほほ完全に残

り周知された 1号墳のほか、 2~4号墳も所在することが古墳分布図「三木の古墳」から

分かった。しかし、 2~4号墳の所在位置が明らかでないため、他の遺跡の存在有無とあ

わせて確認調査を実施した。

その結果、全半壊した 2~4号墳の位置を確認したほか、 3号墳に近接して新たに全壊

した 1基 (10号墳）を発見した。事業との調整協議を行ったが、 1号墳以外は事業計画

上変更不可能なため、全面調査が必要となり実施した。

全面調査は、 1号墳の周溝調査と 2~4・10号墳の主体部闘査を主に行った。また、

3・4・1 0号墳が所在する山林部で、 トレンチによる補足調査を行なった。この翡査で

また新たに、 1号墳の東及び西側から 2基 (1-a, 1-b号墳）、 10号墳の南から 2

基 (11, 12号墳）、 3号墳の西裾から住居跡の遺構を検出し、全面調査の対象として

追加することになった。

7 調査概要

1号墳は、昭和 40年頃に石室内の調査が行われて以来、周知され現状保存されている

古墳で、段丘上の南向きの突端にあり、加古川と美嚢川の合流地を望む位置に立地してい

る。石室は南に開口し、全長 8. 7 m 、高さ 2.9 mの規模を有する両袖の石室で、天井

石も残り良好である。墳丘は水田形成時に改変を受けているが、周溝が検出された。周溝

は、検出幅 4~6.5m、深さ 0. 1~0. 5mを計るが、西側は浅く不明瞭で西下段の

水田によって削り取られている。また東側は、南に回り込む付近が南下段の水田で削り取

られている。

1号墳の西側で検出した 1-a号墳は、墳丘と石室の上部を失い 1~ 3段が残る。石室

は南に開口し、長さ約 5.4 m, 幅約 1. 5 mを測り袖は見られない。石室内からは、杯、

甕片、耳環等のほか、平安時代後期の碗が出土した。

東裾の周溝内で検出した 1-b号墳は、墳丘上部を失っているが径約 9mの円墳と推定
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できる。主体部は南西に開口した左袖を持つ横穴式石室で、比較的良好な状態で残存して

いる。規模は、石室長約 5. 4 m、羨道幅約 1. 1 m、玄室幅約 1. 4 m、袖幅約 0.3 

mを刹る。石室内からは閉塞石や仕切、また棺台と思われる石を検出するとともに、須恵

器杯や堤瓶等が出土している。

1号墳の北約 13 0 mに位置する 2号墳は、水田形成時の墳丘改変や流失などで石室の

一部が露頭していた。主体部は、南西に開口した右袖を持つ横穴式石室で、玄室東側壁を

失っているが比較的良好な状態で残存していた。石室規模は、長さ約 6. 4 m、羨道幅約

1. 1 m、玄室幅約 2. 0 m、袖幅約 0. 9 mを測る。石室内からは、閉塞石や棺台と思

われる石の検出と、直刀、高杯、壷などの遺物が多く出土している。

, -~ ---

2号墳石室全景 2号墳奥壁遺物検出状況

3号墳は、 1、 2号墳が立地する段丘面より 一段高い東側の段丘上に立地し、比高差は

10m以上を測る。墳丘は、開墾や大正池の築堤などによって改変を受け、石が露頭して

いた。主体部は、南西に開口した無袖の横穴式石室で、比較的良好な状況で残存している 。

石室規模は、長さ約 4.8 m 、幅約 1. 3 m を測る。開口部から中央付近はハの字状に内

傾している。石室内の奥壁東隅や羨道部付近から、須恵器や土師器の高杯、壷などが出土

した。

また、墳丘北西側において一辺 3. 6 mの方形の竪穴住居跡を検出している。床面まで

の深さは 7~13cmと浅く、また全体の 3分

の 1は土取りで失われ遺存状況は悪い。床面

からは、 IV様式の弥生土器（壷）片が出土し

ている。中軸線上で 1個の柱穴と中央土墳を

検出している。

4号墳は、 3号墳から南西方向に約 70m

離れた段丘端部に位置し、 1号墳や美嚢川と

加古川の合流地点を望むことができる。墳丘

は、大きく損壊し奥壁が露頭する全壊の状態

である。 床面は岩盤で、穿った掘方や据え
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石を検出し、南西に開口した右袖を持つ横穴式石室で、規模は長さ約 8.1 m、羨道幅約

1. 5 m、玄室幅約 1.8 m、袖幅約 0. 3 mを測ると推測することができた。玄室幅は

奥壁で狭くなり約 1. 5 mを測る。奥壁の両隅は、奥壁面より 0.2~0. 4m奥まって

いる。床面からは金環、耳環、小玉類、堤瓶、壷などの遺物のほか、石室の再利用時の遺

物と見られる古銭も出土している。

,;; 
1t.. ·~-

石棺、遺物検出状況 (10号墳）

1 0号墳は、 3号墳の南に隣接して立地し、

墳丘はもちろん、主体部も開墾や大正池の築

堤などの土取りによって大きく損壊し、羨道

の前部と玄室の後部及び東側壁を失い、西側

壁の一部が残った状況である。床面と東側壁

の痕跡を検出することができ、主体部は南西

に開口した横穴式石室で、両袖を有している

ことがわか った。石室の残存長は約 6. 5 m、

床面の検出長は約 4. 3 mを測り、羨道部幅

及び玄室幅は、それぞれ約 1. 5 mと約 2. 

lmを測ると推定される。羨道部の床面から

は、 0. 8Xl. 3mの石棺と須恵器壷などの遠物がまとま つて

出土している。これらを除去すると、幅約 0.2~0. 3 5m、

長さ約 3. 9 mの溝を検出している。特筆すべき出土遺物に、白

く風化した鉛ガラス玉や、摘みの付いた釣鐘型の蓋がある。

1 1号墳は、 3、 10号墳の南向いに立地する。墳丘は流失と

削平で低く開墾によって大きく切り取られているが、径約 7~8

mの円墳と推定される。主体部は南西に開口した無袖の横穴式石

室で、奥壁付近は消失している。石室の残存長は約 4.1 m、幅

約 1. O~l. 3mを測り、 奥壁側に向い徐々に広 くなっている 。

~ 屈

雫

釣鐘型蓋

玄室の床面はこ礫を敷き詰めた礫床を検出した。礫床の残存長は約 2mを測る。遺物は礫

床に密着して須恵器片が数点出土したにすぎない。

1 2号墳は、 11号墳の南に近接して立地する 。 11号墳と同様に墳丘は流出していた

が、裾部をかろうじて検出でき、径約 7mの円墳と推定している。主体部は南に開口する

無袖の横穴式石室で、検出規模は長さ約 4. 2 m、幅約 1. l~l. 2mを計る。出土遠

物は羨道部の入口付近から、平瓶 1点と須恵器片及び土師器片が数点出土したのみである。

8 まとめ

今回一度に 6基もの調査を行なうこととなったが、ほ場整備事業との関係で時間的制約

の中で行なわざるを得なかったため、 十分な謂査とは言えないかもしれな いが、後期古墳

の横穴式石室の変遷を知る 一資料を得たと考えている。

遺物においては、比較的出土例の少ない釣鐘型の蓋が出土 し、古墳群を築造した集団の

性格や交流関係、背景などを考える資料となるが、この検討については今後の課題とし、
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広くご教示いただきたい。

なお、発掘調査後、地元の理解を得て、 1号墳及び 1-b号墳の周辺を古墳の保存区域

として残すこととなり、

備を行なっている。

片袖の 2号墳石室と無袖の 3号墳石室を移築し古墳公園として整

また、事業区域外墓地内からは、六地蔵の台座として利用した露出する OO壁や墳丘状のもの

を認め、 14、 1 3号墳としている。
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3号墳石室実測図

• -4 6 600― 

丁

ー

0
3
7
1

!-

J_ 

r: プ
入:・
、/

t

9

^

6

6

0

゜
ー

T
.
 

一co,;,-1 0 '"  L—-——... _j  

石棺実測固 (10号墳出士）

-84 -



品跡ぃ遺
じ
斤力

す

k
H
n

fi

中羹る留＜久
1 . 所在地

2 . 事業名

3. 種 別

4. 調査面積

5 . 調査期間

三木市久留美字中筋

久留美地区

団体営ほ場整備事業

確認調査及び全面調査

確認調食

全面調査

確認調査

全面調査

2 1 0 m' 

位四図 (1/25,000)

～平成 7年 3月 31日

6. 調査に至る経過

平成 5年度の久留美地区団体営ほ場整備事業は、中筋工区が実施されることになっ

た。平成 3・4年度調査の上野ノ下遺跡、平成 5年度調査の丈ノ越遺跡・松ノ下遺跡

と同一台地上にあるため、遺跡の存在考えられることから、確認調査を実施した 。

確認翡査では、設定した 52ヶ所のグリッドのうちほぽ半数のグリッドから、 ピッ

トや土壌などの遺構を検出し、約 19, OOOm'の範囲で遺構が広がっていることを

確認した 。また、遺物は軒平瓦片や須恵器碗片・小皿片などが大量に出土した。特筆

すべきは、 G-2 6から全体に土墳を検出し、それに伴って小皿を中心にした大量の

須恵器片が出土し 、コンテナ 3箱分に及んでいる 。

約 19, OOOm'のうち、計画水田 97・1 2 4番の各一部の合計約 3,300m' 

について全面調査を 平成 6年度に実施することになった 。計画水田 97番の東半分の

約 2, OOOm'をA調査区、計画水田 12 4番の西半分の約 1, 300m'をB調査区

として実施した。

グリッド及び調査区配置図
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7. 調査概要

久留美中筋遺跡は、市の中央部に位習し、美嚢川と志染川が合流する地点を南に臨

む舌状台地に立地している。調査では、 A翡査区 ・B調査区とも非常に多くの遺構を

検出し、バラエティ ーに富んだ遺物が大量に出土した。主なものは、 A調査区で大型

のものも含め掘立柱建物を 14棟、遺物が大足に出土した直径約 2m以上の土墳を 5

ヶ所、井戸を 2ヶ所、溝を 4条、地鎮と思われるピットを 2ヶ所検出した。B翡査区

では、掘立柱建物を 10棟、土壊を 9ヶ所、調査区の西側で南北方向の溝を 2条、そ

のうちの一つ と交わる東西方向に 2条検出した。還物も各調査区で大量に出土してお

り、総計でコンテナ 50箱分以上を数える。なかでも須恵器小皿・土師器小皿は正確

な数は分からないが、 20 0枚は超えているものと思われ、群を抜いて出土 した。こ

のほかに、須恵器碗片・壺片・甕片、土師器壺片 ・器台片がある。珍しいところでは、

瓦類で軒丸・軒平• 平瓦がそれぞれ出土しているが、文様が多様で、軒平瓦のなかに

は裏面に“第四十四番" ' "第五十四番”というヘラ書き文字が入ったものがあった。

それ以外に鬼瓦片、特筆すべきは東大寺軒平文字瓦片が出土 していることである 。さ

らに中国製の青磁碗 ・小皿、白磁碗 ．皿、褐釉陶器の四耳壺が出土した。硯も出土 し

ており、 二面硯とよばれる陶硯と方形の石硯がある 。また、獣足など仏具と思われる

ものも出土しており、なかに “舟生寺”とヘラ書きの文字が人ったものがある。 “舟

生寺”とは、丹生山の丹生寺のことで、平安時代の終わりに平清盛によって福原京に

都が移されたときに建立され、当時“舟生寺”とよばれていたことが 了丹生山縁起；

に見られる。

<A調査区＞
S B -1は、翡査区の北西部分で検出した 3X 3間（約 6.5X6. 5m)の東側

で 2X 2間（約4.3X4. 3m)の総柱が張り出した建物である。柱間は、約 2. 

0~2. 2mで、主軸方向はN-23°-Eである 。SB -2は、 SB-1のすぐ南

側で検出した 1X 3間（約 2.5X6. 5m)の建物である。柱間は約 2.0 ~ 2. 

4mで、主軸方向はN-25°-Eである。 SB-3は、 SB-2と重なって検出し

た 2X 2間（約4.4X4. Om)の総柱建物である。柱間は約 2.0~2. 2mで、

主軸方向はN-26° -Eである。 SB-4は、SB-3のすぐ南側で検出した 2X 

2間（約4.0X4. 5m)の総柱建物である。柱間は約 2.0~2. 4mで、 主軸

方向はN-25°-Eである。 SB-5は、調査区の西側で検出した 3X 1間（約 4.

6X2. 3m)の建物である。柱間は約 2.3 mで、主軸方向はN-15°-Eであ

る。 SB-6は、 SB -5のすぐ南側で検出した 1X 3問（約 2. l X5. nm)の

建物である。柱間は約 2.1~2. 8mで、主軸方向はN-26°-Eである。 SB 

-7は、 SB-4のすぐ南側、 SB-5の東側で検出した 3X 1間（約 3. 8 X 2. 

0 m)の建物である。柱間は約 1.9~2. Omで、主軸方向はN-25° -Eであ

る。 SB-8は、 SB-4とSB-7の東側で重なって検出した 2X 2間（約 4.6 

X4. 5m)の総柱建物である。柱間は約 2.2~2. 3mで、主軸方向はN-2 5 

• -Eである。 SB -9は、調査区の南端で検出した 3X 2間（約 4. 6X2. 6m) 

以上で南側の調査区外に続いている建物である。柱間は約 1. 3~1. 5mで、主軸

-87 -



方向はN-25°-Eである。 SB-1 0は、 SB -9のすぐ北側で検出した 3X 3 

間（約 6. 8X6. 4m)の総柱建物である 。柱間は約 2. 1~2. 5mで、主軸方

向は N-27°-Eである。 SB-1 1は、 SB-10に重なって検出した 3X 5間

（約 8.0Xll.Om)の総柱建物である 。柱間は約 2.2~2. 3mで、主軸方

向はN-28° -Eである。 SB -1 2は、調査区の東側で検出した 3X 3間（約 6. 

4X7. Om)の総柱建物である。柱間は約 2.4~2. 8mで、主軸方向はN-2

8°-Eである。 SB-1 3は、 SB -1 2のすぐ北側で検出した 4X 4間（約 9. 

ox10. 3m)の総柱建物である。 SB-14は、調査区の北東部分で検出した 2

X 2間の南北に両庇付き（約 6. 5X7. 5m)の総柱建物である。柱間は約 2. 0 

~ 2. 2 mで、庇の柱間は約 l.4~1.7mである。

SK-6は、調査値の西側で検出した直径約 3m、深さ約 0. 1 5 mの土墳である 。

南東部分の肩を拳大の亜円礫で固めている。須恵器碗・小皿 ・土師器小皿が大量に出

土 し、なかに完形のものがかなりあった。このほかに須恵器甕や平瓦の破片も多く出

土した。 SK-8は、調査区北西部分の SB -1の内側で検出した長径約 4. 0 m、

短径約 3.5 m、深さ約 0.3 5 mの楕円形を呈した土墳である。半載宝相華文の軒

平瓦、平瓦のほかに須恵器碗・小皿、土師器小皿の破片が多く出土した。 SK-1 1 

は、調査区のほほ中央で検出した直径約

4. 5 m、深さ約 0. 3 5 mでA調査区

最大の土墳である。須恵器小皿、碗、甕、

壺 ・土師器小皿、器台、羽釜．軒平瓦、

軒丸瓦、平瓦 ・青磁碗、白磁碗など種類、

星とも豊富に出土した。 SK-2 1は、

調査区東側の SB-1 2の内側で検出し

た直径約 3. 5 mで、後世の削平により

ほとんど深さがない土墳である。遺物は

平瓦が中心で、ほかの土墳より比較的出

土量が少ない。 SK-2 6は、開査区北

東部分の SB-14のすぐ東側で検出し

た直径約 2. 6 m、深さ約 0. 2 mの土

墳で、南側は後世の削平により肩が消滅

している。遺物は、須恵器碗 ・小皿、 土

師器碗・小皿のほか、ヘラ書きの入った

ものを含めた軒平瓦 • 平瓦、白磁碗と S

K -1 1同様に種類、量とも豊富に出土

した。
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SD  -1は、調査区の西端で検出した幅約 3m、深さ約 0. 2 mとA調査区最大の

溝で検出している掘立柱建物の主軸方向とほぽ同じ方向でである。 SD-3は、 SK

-8より南に延びる幅約 0. 5~0. 9m、深さ約 5~ 7 cmの溝である。 SK-8に

近いところで須恵器碗 ・小皿 ・甕、土師器碗 ・小皿の比較的小さな破片がかたまって
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大量に出土した。 SD-4は、 SK-8より東側に延びる幅約 0. 5 m、深さ約o.
1 mの溝である。遺物は須恵器片、土師器片などわずかに出土しただけである 。 しか

し、 SK-8に近いところで半敢宝相華文の軒平瓦が出土した。

P -2 5 7は、 SB-8の北西隅部分

で検出したピットで体部～底部の須恵器

甕が出土し、なかには須恵器小皿が 3枚、

拳大の河原石が 1個入っていた 。おそら

く、地鎮のためのピットと思われる。

P -3 5 7は、 SB -1 1の南東隅部分

で検出したピットで土師器壺が出土し、

なかには須恵器小皿が 1枚入っていた。

これも P-2 5 7と同様におそらく地鎮

のためのピットと思われる。

(B調査区＞

S B -1は、調査区の西側で SD-3と平行して検出した 2X 2間（約 4.0 X 4. 

0 m)の総柱建物である 。柱間は約 2.0 m、主軸方向はほほ南北方向である 。 SB

-2は、調査区の南端で検出した 2X 2間（約 4X4.5m)以上で、南側の調査区

外に続くと考えられる総柱建物である 。柱間は東西約 2. 0~2. 3m、南北約 2. 

2~2. 3mで、 主軸方向はN-5°-Wである 。 SB-3は、 SB -1の南側で S

B -2と南西隅が重なって検出した 2X 3間（約4.5X5. 7m)の総柱建物であ

る。柱間は東西約 2. 0~2. 5m、南北約 1.7~2. 2mで、主軸はほぽ南北方

向である。 SB-4は、 SB-3に平行して東側で検出した 2X 2間（約 4.0 X 3. 

5 m)の総柱建物である 。柱間は東西約 1.8~2. 5m、南北約 1.8~2. Om 

で、 主軸方向は SB-3同様ほぽ南北方向である 。 SB-5は、調査区の中央で検出

した 2X 4間（約 4. 3X8. 3m)の総柱建物である 。建物の北東部分が SB -6 

と重なって検出している 。柱間は東西約 2. 1~2. 2m、南北約 1.8~2. 3m 

で、 主軸方向はほぽ南北である。 SB-6は、調査区の中央で SB -5と南西部分が

重なって検出した 2X 2間（約 4. 0X5. 2m)の総柱建物である。柱間は東西約

1. 5~2. lm、南北約 2.4~2. 7mで、主軸方向はN-10°-Eである 。

SB -7は、 SB -6の東側でほほ平行して検出した 4X 3間（約 7.5X5. 5m) 

の総柱建物である 。柱間は東西約 1. 5~2. 3m、南北約 1. 5~1. 9mで、主

軸方向はほぼ南北方向である。 SB-8は、 SB -7の南側に隣接して検出した 2X 

2間（約 4.8X4. 2m)の総柱建物である 。柱間は東西約 2.0~2. 5m、南

北約 1. 8~2. 3mで、主軸方向はほぽ南北方向である 。 SB-9は、調査区の南

端で SB-8の南側で検出した 2X 1間（約 5.0X3. Om)以上で南側の開査区

外に続くと考えられる建物である。柱間は東西約 2. 0~3. Om、南北約 3.0 m 

で、主軸はほぽ南北方向である。 SB -1 0は、開査区の東端で検出した 2X 2間

（約4. 8X4. 6m)の総柱建物である。柱間は東西約 2.3~2. 5m、南北約

1. 7~1. 8mで、 主軸方向は SB-7・8と同様ほぽ南北方向である 。
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B調杏区全娯

B調査区遺構平面図
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SD-1は、調査区の南西隅で検出した長さ約 I5 m、 最大幅約 2. 0 m、深さ

約 0. 2 mの溝である。 SD-2は、 SD-1と平行して東側で検出した長さ約 10 

m、最大幅約 2. 5 m、深さ約 0.1 5 mの溝である。 SD-3はSD-1より派生

し、東西方向に検出した長さ約 20m、最大幅約 3. 0 m、深さ約 0. 1 5 mの溝で

である。 SD-4は、調査区南側で L字状に検出した長さ約 20m、最大幅約 3. 0 

m、深さ約 0. 2 mの溝である。溝が南へ曲折している部分で、須恵器甕口縁部・碗．

小皿などの破片が大量に出土した。

8. まとめ

これまで同一台地上で調査した久留美地区の上野ノ下・丈ノ越・松ノ下の各遺跡の

なかで検出した遺構、出土した遺物の量は群を抜いていた 。また、 A調査区では 14 

棟、 B調査区では 10棟の掘立柱建物を検出しており、そのなかには大型の建物も含

まれいる。検出した建物は、 A調査区、 B調査区とも主軸方向がほほ同じで、各調査

区で検出している主要な溝と方向が一致している。遺構の時期は、出土した須恵器・

土師器・瓦などの遺物から、平安時代後期～鎌倉時代の 12世紀後半~1 3世紀と考

えている。しかし、出土した青磁・白磁を見てみると 12世紀後半~1 4世紀とやや

幅があり、若干の時期差が生じている。これらのことから、建物群の時期差や存続期

間を考えていく必要がある。

このように中筋遺跡では、大型の建物の検出が多いこと、須恵器及び土師器の小皿

の出土が大量であること、青磁・白磁などの磁器の出土が多いこと、出土した瓦の種

類が豊富で多いこと、仏具などの出土などから寺院もしくは荘園領主の館を考えてい

る。当遺跡の時期に久留美では、京都での寺院造営に際して瓦や日用雑器を供給する

するために多くの窯が操業されおり、久留美古窯群と荘困の関係を示す資料は未だ見

つかっていないが、当遺跡と古窯群との関連が注目される。さらに特筆すべきことは、

出土した瓦のなかに東大寺軒平文字瓦があったことである。中筋遺跡の時期から、東

大寺再建時期に相当するものと考えている。東大寺再建において瓦の供給地は、 三河

国伊良湖崎窯、備前国万富窯が有名である。当遺跡で出土した文字瓦はどちらのもの

とも同箔でなく、胎土も違うようである。このことから、東大寺の再建にあたり久留

美古窯群も、瓦の供給の一翼をになった可能性が非常に高く、久留美古窯群のいずれ

かに東大寺瓦専用の窯が存在しているものと思われる 。

最後に平成 3年度～平成 6年度に調査を実施した同一台地上の上野ノ下・丈ノ越・

松ノ下・中筋の各遺跡は、検出遺構の時期が古墳時代～鎌倉時代とほぽ一致している

ことから、ひとまとまりの遺跡として検討していくべきであると考えている。
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